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焼
酎
学
講
座
5
年
の
あ
ゆ
み

〜
焼
酎
・
発
酵
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
始
動
〜

特

　集

鹿大「知」の探検

口唇・口蓋裂治療を戦略として次世代に伝える
 　　　　医歯学総合研究科　中村 典史 教授

実践的コア・サイエンス・ティーチャー養成スクールの取り組み

大林組新タワー建設工事事務所工事長　山田 眞人さん

シーラ・ヴィリャモルさん（水産学研究科2年）

鹿児島大学歴史展示室

垂水市長　尾脇 雅弥氏

県内本格焼酎メーカー12社と鹿児島大学らによる
『鹿児島宇宙焼酎ミッション』始動！　ほか

「アリの多様性は全国一？」 理工学研究科 山根 正氣教授

鹿 大 の 新 た な 試 み

ア ラ ム ナ イ 追 跡 隊

輝 く 鹿 大 生

鹿 大 見 て あ る 紀

鹿 大 へ の 提 言

なんでも情報版｢みみずく｣

か ご し ま 探 訪



特 

集

焼
酎
学
講
座

５
年
の
あ
ゆ
み

第７回焼酎学シンポジウム
「焼酎学講座5年のあゆみ」の様子
右は基調講演を行った小泉客員教授

平
成
18
年
、鹿
児
島
県
と
鹿
児
島
県
酒
造
組
合
連
合

会（
現

　鹿児
島
県
酒
造
組
合
）と
県
内
焼
酎
メ
ー

カ
ー
の
寄
附
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
寄
附
講
座「
焼
酎

学
講
座
」。焼
酎
の
歴
史
・
文
化
・
製
造
な
ど
に
関
す

る
知
見
を
学
問
と
し
て
体
系
化
す
る
た
め
の
全
国
で

唯
一
の
焼
酎
専
門
の
講
座
と
し
て
活
動
を
続
け
て
き

た
。平
成
23
年
3
月
に
寄
附
講
座
と
し
て
の
役
割
を

終
え
、4
月
か
ら
は「
焼
酎
・
発
酵
学
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
」と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

酎
学
講
座
は
、県
内
焼
酎
メ
ー

カ
ー
と
鹿
児
島
県
酒
造
組
合

連
合
会
が
4
億
５
０
０
０
万
円
、鹿
児

島
県
が
５
０
０
０
万
円
を
寄
附
し
、平

成
18
年
度
か
ら
平
成
22
年
度
ま
で
の
5

年
間
の
寄
附
講
座
と
し
て
設
置
さ
れ

た
。寄
附
講
座
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、

焼
酎
学
専
門
の
教
育
コ
ー
ス
を
構
想
し

て
い
た
鹿
大
に
、文
部
科
学
省
産
学
官

連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
当
時
）の
砂
田

向
壱
氏
と
電
通
九
州
鹿
児
島
支
社
が

講
座
設
置
を
提
案
。日
本
政
策
投
資
銀

行
南
九
州
支
店
と
と
も
に
、酒
造
業
界

の
と
り
ま
と
め
に
動
き
、実
現
し
た
と
い

う
経
緯
が
あ
る
。

　
専
任
教
員
に
は
鮫
島
吉
廣
教
授
、伊

藤
清
教
授
、髙
峯
和
則
准
教
授
、玉
置

尚
徳
准
教
授
、吉
崎
由
美
子
助
教
を
迎

え
た
。い
ず
れ
も
焼
酎
製
造
や
醸
造・発

酵
微
生
物
学
の
専
門
家
で
あ
る
。さ
ら

に
醸
造・発
酵
学
の
専
門
家
で
あ
り
、食

文
化
論
者
・
文
筆
家
と
し
て
有
名
な
東

京
農
業
大
学
の
小
泉
武
夫
教
授（
現 

東

京
農
業
大
学
名
誉
教
授
）を
客
員
教
授

と
し
て
迎
え
、焼
酎
を
め
ぐ
る
食
文
化
、

焼
酎
の
歴
史
、焼
酎
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い

て
考
え
る「
焼
酎
文
化
論
」な
ど
の
講
義

も
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。平
成
19
年

7
月
に
は
焼
酎
学
講
座
研
究
棟「
北
辰

蔵
」も
完
成
。焼
酎
づ
く
り
の
基
本
を

学
生
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
焼
酎
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
も
、焼

酎
学
講
座
で
は
精
力
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
。新
し
い
焼
酎
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
開

発
を
め
ざ
す「
焼
酎
製
造
学
研
究
室
」

と
、焼
酎
づ
く
り
に
役
立
つ
微
生
物
を

収
集
・
育
種
す
る「
醸
造
微
生
物
学
研

究
室
」が
中
心
と
な
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
研

究
を
進
め
る
こ
と
と
な
る
。

　
焼
酎
製
造
学
研
究
室
で
は
、芋
焼
酎

に
含
ま
れ
る
特
徴
香
の
成
分
の
由
来
と

生
成
に
つい
て
の
研
究
や
、麹
の
か
お
り
が

焼
酎
の
香
味
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
る
か
に
つい
て
の
研
究
な
ど
を
行
い
、成

果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、醸
造

微
生
物
学
研
究
室
で
は
、焼
酎
の
品
質

を
高
め
る
微
生
物
に
関
す
る
研
究
や
、焼

酎
酵
母
解
析
の
た
め
の
基
盤
シ
ス
テ
ム
構

築
に
つ
い
て
の
研
究
が
行
わ
れ
た
。計
15

件
の
受
託
研
究
・
共
同
研
究
に
も
取
り

組
み
、成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、平
成
23
年
3

月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
第
7
回
焼
酎
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
焼
酎
学
講
座
5
年
の
あ

ゆ
み
」に
お
い
て
も
発
表
さ
れ
た
。

［特集］焼酎学講座5年のあゆみ
～焼酎・発酵学教育研究センター始動～

日
本
初
の
焼
酎
学
講
座
設
置

〜
焼
酎・発
酵
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
始
動
〜

　
焼
酎
学
講
座
の

5
年
間
の
成
果
を
振
り
返
る

　
鹿
児
島
県
は
、サ
ツ
マ
イ
モ
を
原
料
と

し
た
芋
焼
酎
発
祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。平
成
15
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た

「
焼
酎
ブ
ー
ム
」を
き
っ
か
け
に
芋
焼
酎

の
需
要
が
格
段
に
増
し
、県
内
の
焼
酎

メ
ー
カ
ー
も
活
気
に
沸
い
た
。芋
焼
酎
は

全
国
的
に
認
知
さ
れ
、原
料
や
製
法
な

ど
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
も
の
も
数
多
く

生
ま
れ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、鹿
児
島
の
焼
酎
の

5
0
0
年
に
渡
る
歴
史
、焼
酎
に
ま
つ
わ

る
文
化
、焼
酎
づ
く
り
の
技
術
な
ど
を

「
焼
酎
学
」と
い
う
学
問
と
し
て
体
系
化

し
、「
焼
酎
の
プ
ロ
」を
養
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、鹿
児
島
大
学
に
日
本
初

の「
焼
酎
学
講
座
」が
開
設
さ
れ
た
。鹿

児
島
県
内
の
焼
酎
メ
ー
カ
ー
と
鹿
児
島

県
酒
造
組
合
連
合
会（
現 

鹿
児
島
県
酒

造
組
合
）、鹿
児
島
県
の
三
者
の
寄
附
に

よ
る
寄
附
講
座
と
し
て
開
講
さ
れ
、焼

酎
に
特
化
し
た
教
育
・
研
究
が
行
わ
れ

た
。ま
た
、39
人
の
学
生・大
学
院
生
を

送
り
出
し
、人
材
育
成
の
役
割
も
果
た

し
て
き
た
。

　
焼
酎
学
講
座
は
平
成
23
年
3
月
に
寄

附
講
座
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
。4

月
か
ら
は
焼
酎
と
発
酵
学
を
二
本
柱
と

し
た「
農
学
部
附
属
焼
酎・発
酵
学
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
」と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
、新
た
な一歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
。今

回
の
特
集
で
は
、焼
酎
学
講
座
5
年
の
あ

ゆ
み
と
新
セ
ン
タ
ー
の
概
要
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。

元薩摩酒造株式会社常務取締
役・製造部長・研究所長。専門は
焼酎製造学、発酵工学、醸造学。

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授

鹿
児
島
大
学
客
員
教
授

教
授

　鮫
島
吉
廣

北海道大学大学院農学研究科応
用生命科学専攻修了。専門は生
物化学、酵素化学。

助
教

　吉
崎
由
美
子

元独立行政法人酒類総合研究所
遺伝子工学研究室長。専門は醸
造・発酵微生物学。

教
授

　伊
藤 

清

元京都大学大学院生命科学研究
科助手。専門は応用微生物学。

准
教
授

　玉
置
尚
徳

東京農業大学名誉教授。農学博
士。専門は醸造学、発酵学、食文
化論。

　小
泉
武
夫

元鹿児島県工業技術センター主
任研究員。専門は発酵工学、醸造
学、焼酎製造学。

准
教
授

　髙
峯
和
則

焼

焼酎学講座最終年度に在籍していた学生・大学院生・教員
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に
日
本
初

の「
焼
酎
学
講
座
」が
開
設
さ
れ
た
。鹿

児
島
県
内
の
焼
酎
メ
ー
カ
ー
と
鹿
児
島

県
酒
造
組
合
連
合
会（
現 

鹿
児
島
県
酒

造
組
合
）、鹿
児
島
県
の
三
者
の
寄
附
に

よ
る
寄
附
講
座
と
し
て
開
講
さ
れ
、焼

酎
に
特
化
し
た
教
育
・
研
究
が
行
わ
れ

た
。ま
た
、39
人
の
学
生・大
学
院
生
を

送
り
出
し
、人
材
育
成
の
役
割
も
果
た

し
て
き
た
。

　
焼
酎
学
講
座
は
平
成
23
年
3
月
に
寄

附
講
座
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
。4

月
か
ら
は
焼
酎
と
発
酵
学
を
二
本
柱
と

し
た「
農
学
部
附
属
焼
酎・発
酵
学
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
」と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
、新
た
な一歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
。今

回
の
特
集
で
は
、焼
酎
学
講
座
5
年
の
あ

ゆ
み
と
新
セ
ン
タ
ー
の
概
要
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。

元薩摩酒造株式会社常務取締
役・製造部長・研究所長。専門は
焼酎製造学、発酵工学、醸造学。

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授

鹿
児
島
大
学
客
員
教
授

教
授

　鮫
島
吉
廣

北海道大学大学院農学研究科応
用生命科学専攻修了。専門は生
物化学、酵素化学。

助
教

　吉
崎
由
美
子

元独立行政法人酒類総合研究所
遺伝子工学研究室長。専門は醸
造・発酵微生物学。

教
授

　伊
藤 

清

元京都大学大学院生命科学研究
科助手。専門は応用微生物学。

准
教
授

　玉
置
尚
徳

東京農業大学名誉教授。農学博
士。専門は醸造学、発酵学、食文
化論。

　小
泉
武
夫

元鹿児島県工業技術センター主
任研究員。専門は発酵工学、醸造
学、焼酎製造学。

准
教
授

　髙
峯
和
則

焼

焼酎学講座最終年度に在籍していた学生・大学院生・教員
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製麹の実習

サツマイモ栽培実習

もろみの分析実験

官能試験室でのきき酒実習

　
学
部
生
向
け
に

独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施

　
焼
酎
学
講
座
は
平
成
19
年
4
月
に
開

講
し
、本
格
的
な
教
育
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。初
年
度
は
農
学
部
生
物
資
源
化
学

科
か
ら
8
人
の
学
生
が
焼
酎
学
講
座
に

進
み
、後
期
の
10
月
か
ら
は「
焼
酎
製
造

学
研
究
室
」と「
醸
造
微
生
物
学
研
究

室
」に
分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
課
題

に
取
り
組
ん
だ
。

　
焼
酎
学
講
座
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、生

物
資
源
化
学
科
の
科
目
と
、現
場
で
役

立
つ「
実
学
」を
重
視
し
た
焼
酎
学
講
座

独
自
の
科
目
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
。ま
た
、官
能
検
査
訓
練（
き
き
酒
）や

焼
酎
業
界
の
動
き
な
ど
を
解
説
す
る
ト

ピ
ッ
ク
ス
講
義
、公
認
会
計
士
を
講
師
に

招
き
財
務
諸
表
の
読
み
方
な
ど
を
学
ぶ

講
義
な
ど
、ユニ
ー
ク
な
科
目
も
実
施
。い

ず
れ
も
焼
酎
づ
く
り
の
技
術
だ
け
で
な

く
、そ
れ
を
取
り
巻
く
文
化
、歴
史
、事

象
な
ど
も
含
め
た「
焼
酎
学
」を
学
ぶ
こ

と
を
目
的
に
、準
備
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
あ
る
。

　
実
習
に
も
大
き
な
特
徴
が
あ
っ
た
。焼

酎
メ
ー
カ
ー
の
宿
泊
施
設
に
泊
ま
り
込

ん
で
工
場
で
の
焼
酎
製
造
を
経
験
す
る

2
泊
3
日
の
宿
泊
研
修
や
、サ
ツ
マ
イ
モ

の
植
え
付
け・収
穫
の
実
習
、毎
年
4
月

に
行
わ
れ
る
熊
本
国
税
局
の
酒
類
鑑
評

会
の
公
開
き
き
酒
会
に
参
加
す
る
実
習

な
ど
を
実
施
。焼
酎
製
造
に
欠
か
せ
な
い

工
程
を
実
際
に
体
験
で
き
る
内
容
と
な

って
い
る
。

　
よ
り
高
度
な
内
容
の

大
学
院
教
育
と
社
会
人
教
育

　
焼
酎
学
講
座
で
は
、学
部
生
の
教
育

だ
け
で
な
く
、大
学
院
生
や
社
会
人
の
教

育
に
も
取
り
組
ん
だ
。焼
酎
学
講
座
の

大
学
院
修
士
課
程
は
平
成
19
年
度
か
ら

設
置
さ
れ
、5
年
間
で
12
人
の
修
了
生

を
輩
出
し
た
。

　
ま
た
、焼
酎
学
講
座
の
社
会
人
向
け

大
学
院
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
文
部
科
学

寄
附
講
座

「
焼
酎
学
講
座
」の
教
育

省
が
実
施
す
る「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
」に
採
択
さ
れ
、7
人
の
社
会
人

を
大
学
院
生
と
し
て
受
け
入
れ
る
と
い

う
新
た
な
取
り
組
み
も
あ
っ
た
。焼
酎
だ

け
で
な
く
、商
品
開
発
や
食
の
安
全
、知

的
財
産
権
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
学
べ
る

内
容
で
、す
で
に
焼
酎
業
界
な
ど
で
働
く

社
会
人
に
と
って
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
学
び

直
し
の
場
と
し
て
話
題
を
集
め
た
。

　
平
成
18
年
11
月
に
開
講
し
た「
か
ご

し
ま
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
」に
お
い

て
も
、焼
酎
学
講
座
の
教
員
が
活
躍
し

た
。同
ア
カ
デ
ミ
ー
は
鹿
大
が
鹿
児
島
県

や
地
元
企
業
と
連
携
し
た
社
会
人
向
け

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
。食・経
営・環
境
を
テ

ー
マ
に
、焼
酎
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
食

品
関
連
産
業
の
発
展
を
支
え
、鹿
児
島

の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。「
食
の

安
全
管
理
コ
ー
ス
」「
経
営
管
理
コ
ー
ス
」

「
健
康・環
境・文
化
コ
ー
ス
」の
3
コ
ー
ス

に
分
か
れ
、こ
れ
ま
で
に
約
２
５
０
人
の

社
会
人
が
学
び
を
深
め
て
き
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
よ
り

大
学
と
地
域
の
つ
な
が
り
が
深
化

　
地
域
と
の
関
係
が
深
ま
っ
た
と
い
う
意

味
で
も
、焼
酎
学
講
座
は
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
。

　
鹿
大
、民
間
企
業
、公
的
機
関
等
の
メ

ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
た「
本
格
焼
酎
部

会
」で
は
情
報
交
換
と
研
究
交
流
が
行

わ
れ
た
。焼
酎
粕
研
究
の
現
状
や
焼
酎

粕
の
有
効
利
用
、養
殖
業
に
お
け
る
焼

酎
粕
利
用
の
可
能
性
な
ど
の
テ
ー
マ
で
部

会
が
開
催
さ
れ
、の
べ
４
９
０
人
の
参
加

が
あ
っ
た
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
産
学
官
の

つ
な
が
り
も
よ
り
深
ま
っ
た
。

　
ま
た
、文
部
科
学
省
か
ら
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エン
スハ
イ
ス
ク
ー
ル（
S
S
H
）指
定
を

受
け
た
鹿
児
島
県
立
錦
江
湾
高
等
学
校

の
生
徒
に
よ
る「
大
根
焼
酎
」の
開
発
の
指

導
に
も
関
わ
っ
た
。高
校
生
た
ち
に
材
料

の
選
び
方
、作
り
方
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
、そ
の
取
り
組
み
は
新
聞
紙
上
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
、注
目
を
集
め
た
。

　
焼
酎
メ
ー
カ
ー
を
中
心
と
す
る

卒
業
生
の
多
彩
な
進
路

　
5
年
間
の
教
育
の
結
果
、平
成
23
年

3
月
末
ま
で
に
博
士
1
人
、修
士
11
人
、

学
士
27
人
の
計
39
人
が
焼
酎
学
講
座
を

卒
業・修
了
し
た
。就
職
先
と
し
て
は
焼

酎
メ
ー
カ
ー
10
社
に
12
人
が
就
職
し
た

の
を
は
じ
め
、食
品
関
係
企
業
へ
の
就
職

が
目
立
つ
。ま
た
、学
部
卒
業
後
に
焼
酎

学
講
座
の
大
学
院
や
他
大
学
の
大
学
院

へ
進
学
し
た
学
生
も
多
い
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、焼
酎
学
講
座
の

教
育
的
効
果
は
講
座
設
置
当
初
に
想
定

し
た
教
育
的
成
果
を
十
分
に
挙
げ
て
き

た
と
い
え
る
。

［特集］焼酎学講座5年のあゆみ
～焼酎・発酵学教育研究センター始動～

講義風景 分析機器を使ったもろみの分析

焼酎製造学
醸造微生物学
比較酒文化論
構成演習 II
実践経営論
薩摩の歴史と焼酎
焼酎文化論
バイオマス資源学
焼酎学実験
卒業論文

焼酎製造業５人、本学大学院進学２人、他大学大学院進学１人

焼酎製造業１人

焼酎製造業３人、公務員２人、生保会社１人
金融1人、製パン業１人、医療１人、本学大学院進学２人

食品会社１人 

焼酎製造業２人、公務員１人

焼酎製造業１人、食品会社２人、食酢製造業１人、食品卸業１人

製パン業１人、本学大学院進学２人

学部生
大学院生
学部生

大学院博士
大学院生
学部生

H20

H21

H22

2
2
2
1
2
2
2
2
1
6

●学部カリキュラム

焼酎学講座独自のカリキュラム

卒業後の進路 （就職・進学）

授業名 単位

卒業年度 区分 就職・進学先

醸造微生物学特論
焼酎製造学特論
酒類文化社会学特論
商品開発特論
品質マネジメント特論
食の安全特別研修
焼酎学特別演習
焼酎学特別欧文演習
焼酎学特別研究

2
2
2
2
2
4
4
4
10
　

●大学院カリキュラム
授業名 単位

＊再チャレンジ支援プログラムで入学した社会人大学院生（7人）を除く
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製麹の実習

サツマイモ栽培実習

もろみの分析実験

官能試験室でのきき酒実習

　
学
部
生
向
け
に

独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施

　
焼
酎
学
講
座
は
平
成
19
年
4
月
に
開

講
し
、本
格
的
な
教
育
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。初
年
度
は
農
学
部
生
物
資
源
化
学

科
か
ら
8
人
の
学
生
が
焼
酎
学
講
座
に

進
み
、後
期
の
10
月
か
ら
は「
焼
酎
製
造

学
研
究
室
」と「
醸
造
微
生
物
学
研
究

室
」に
分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
課
題

に
取
り
組
ん
だ
。

　
焼
酎
学
講
座
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、生

物
資
源
化
学
科
の
科
目
と
、現
場
で
役

立
つ「
実
学
」を
重
視
し
た
焼
酎
学
講
座

独
自
の
科
目
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
。ま
た
、官
能
検
査
訓
練（
き
き
酒
）や

焼
酎
業
界
の
動
き
な
ど
を
解
説
す
る
ト

ピ
ッ
ク
ス
講
義
、公
認
会
計
士
を
講
師
に

招
き
財
務
諸
表
の
読
み
方
な
ど
を
学
ぶ

講
義
な
ど
、ユニ
ー
ク
な
科
目
も
実
施
。い

ず
れ
も
焼
酎
づ
く
り
の
技
術
だ
け
で
な

く
、そ
れ
を
取
り
巻
く
文
化
、歴
史
、事

象
な
ど
も
含
め
た「
焼
酎
学
」を
学
ぶ
こ

と
を
目
的
に
、準
備
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
あ
る
。

　
実
習
に
も
大
き
な
特
徴
が
あ
っ
た
。焼

酎
メ
ー
カ
ー
の
宿
泊
施
設
に
泊
ま
り
込

ん
で
工
場
で
の
焼
酎
製
造
を
経
験
す
る

2
泊
3
日
の
宿
泊
研
修
や
、サ
ツ
マ
イ
モ

の
植
え
付
け・収
穫
の
実
習
、毎
年
4
月

に
行
わ
れ
る
熊
本
国
税
局
の
酒
類
鑑
評

会
の
公
開
き
き
酒
会
に
参
加
す
る
実
習

な
ど
を
実
施
。焼
酎
製
造
に
欠
か
せ
な
い

工
程
を
実
際
に
体
験
で
き
る
内
容
と
な

って
い
る
。

　
よ
り
高
度
な
内
容
の

大
学
院
教
育
と
社
会
人
教
育

　
焼
酎
学
講
座
で
は
、学
部
生
の
教
育

だ
け
で
な
く
、大
学
院
生
や
社
会
人
の
教

育
に
も
取
り
組
ん
だ
。焼
酎
学
講
座
の

大
学
院
修
士
課
程
は
平
成
19
年
度
か
ら

設
置
さ
れ
、5
年
間
で
12
人
の
修
了
生

を
輩
出
し
た
。

　
ま
た
、焼
酎
学
講
座
の
社
会
人
向
け

大
学
院
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
文
部
科
学

寄
附
講
座

「
焼
酎
学
講
座
」の
教
育

省
が
実
施
す
る「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
」に
採
択
さ
れ
、7
人
の
社
会
人

を
大
学
院
生
と
し
て
受
け
入
れ
る
と
い

う
新
た
な
取
り
組
み
も
あ
っ
た
。焼
酎
だ

け
で
な
く
、商
品
開
発
や
食
の
安
全
、知

的
財
産
権
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
学
べ
る

内
容
で
、す
で
に
焼
酎
業
界
な
ど
で
働
く

社
会
人
に
と
って
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
学
び

直
し
の
場
と
し
て
話
題
を
集
め
た
。

　
平
成
18
年
11
月
に
開
講
し
た「
か
ご

し
ま
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
」に
お
い

て
も
、焼
酎
学
講
座
の
教
員
が
活
躍
し

た
。同
ア
カ
デ
ミ
ー
は
鹿
大
が
鹿
児
島
県

や
地
元
企
業
と
連
携
し
た
社
会
人
向
け

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
。食・経
営・環
境
を
テ

ー
マ
に
、焼
酎
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
食

品
関
連
産
業
の
発
展
を
支
え
、鹿
児
島

の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。「
食
の

安
全
管
理
コ
ー
ス
」「
経
営
管
理
コ
ー
ス
」

「
健
康・環
境・文
化
コ
ー
ス
」の
3
コ
ー
ス

に
分
か
れ
、こ
れ
ま
で
に
約
２
５
０
人
の

社
会
人
が
学
び
を
深
め
て
き
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
よ
り

大
学
と
地
域
の
つ
な
が
り
が
深
化

　
地
域
と
の
関
係
が
深
ま
っ
た
と
い
う
意

味
で
も
、焼
酎
学
講
座
は
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
。

　
鹿
大
、民
間
企
業
、公
的
機
関
等
の
メ

ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
た「
本
格
焼
酎
部

会
」で
は
情
報
交
換
と
研
究
交
流
が
行

わ
れ
た
。焼
酎
粕
研
究
の
現
状
や
焼
酎

粕
の
有
効
利
用
、養
殖
業
に
お
け
る
焼

酎
粕
利
用
の
可
能
性
な
ど
の
テ
ー
マ
で
部

会
が
開
催
さ
れ
、の
べ
４
９
０
人
の
参
加

が
あ
っ
た
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
産
学
官
の

つ
な
が
り
も
よ
り
深
ま
っ
た
。

　
ま
た
、文
部
科
学
省
か
ら
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エン
スハ
イ
ス
ク
ー
ル（
S
S
H
）指
定
を

受
け
た
鹿
児
島
県
立
錦
江
湾
高
等
学
校

の
生
徒
に
よ
る「
大
根
焼
酎
」の
開
発
の
指

導
に
も
関
わ
っ
た
。高
校
生
た
ち
に
材
料

の
選
び
方
、作
り
方
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
、そ
の
取
り
組
み
は
新
聞
紙
上
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
、注
目
を
集
め
た
。

　
焼
酎
メ
ー
カ
ー
を
中
心
と
す
る

卒
業
生
の
多
彩
な
進
路

　
5
年
間
の
教
育
の
結
果
、平
成
23
年

3
月
末
ま
で
に
博
士
1
人
、修
士
11
人
、

学
士
27
人
の
計
39
人
が
焼
酎
学
講
座
を

卒
業・修
了
し
た
。就
職
先
と
し
て
は
焼

酎
メ
ー
カ
ー
10
社
に
12
人
が
就
職
し
た

の
を
は
じ
め
、食
品
関
係
企
業
へ
の
就
職

が
目
立
つ
。ま
た
、学
部
卒
業
後
に
焼
酎

学
講
座
の
大
学
院
や
他
大
学
の
大
学
院

へ
進
学
し
た
学
生
も
多
い
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、焼
酎
学
講
座
の

教
育
的
効
果
は
講
座
設
置
当
初
に
想
定

し
た
教
育
的
成
果
を
十
分
に
挙
げ
て
き

た
と
い
え
る
。

［特集］焼酎学講座5年のあゆみ
～焼酎・発酵学教育研究センター始動～

講義風景 分析機器を使ったもろみの分析

焼酎製造学
醸造微生物学
比較酒文化論
構成演習 II
実践経営論
薩摩の歴史と焼酎
焼酎文化論
バイオマス資源学
焼酎学実験
卒業論文

焼酎製造業５人、本学大学院進学２人、他大学大学院進学１人

焼酎製造業１人

焼酎製造業３人、公務員２人、生保会社１人
金融1人、製パン業１人、医療１人、本学大学院進学２人

食品会社１人 

焼酎製造業２人、公務員１人

焼酎製造業１人、食品会社２人、食酢製造業１人、食品卸業１人

製パン業１人、本学大学院進学２人

学部生
大学院生
学部生

大学院博士
大学院生
学部生

H20

H21

H22

2
2
2
1
2
2
2
2
1
6

●学部カリキュラム

焼酎学講座独自のカリキュラム

卒業後の進路 （就職・進学）

授業名 単位

卒業年度 区分 就職・進学先

醸造微生物学特論
焼酎製造学特論
酒類文化社会学特論
商品開発特論
品質マネジメント特論
食の安全特別研修
焼酎学特別演習
焼酎学特別欧文演習
焼酎学特別研究

2
2
2
2
2
4
4
4
10
　

●大学院カリキュラム
授業名 単位

＊再チャレンジ支援プログラムで入学した社会人大学院生（7人）を除く

No.1875
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［特集］焼酎学講座5年のあゆみ
～焼酎・発酵学教育研究センター始動～

校の頃から食品関係の仕事に就きたいと考えてい

ました。食品という意味ではお酒の研究をするのも

面白そうだと思い、焼酎学講座の焼酎製造学研究室に入り

ました。講義や実習は企業での焼酎づくりに即した具体的

な内容が多かったと感じています。印象的だったのは、焼

酎メーカーでの泊まり込みの実習。芋の選別や製麹作業な

どを手伝いながら、杜氏さんの生活リズムに合わせて一緒

に働く経験ができました。

　焼酎学講座で学んだことを生かせる仕事に就きたいと

考え、山元酒造に入社しました。焼酎の勉強をしてきたとい

うことで同僚から質問される機会が多く、プレッシャーを感

じながらも、頑張っています。昨年は焼酎の仕込みを学ん

できましたが、今年は品質管理に関する実験を担当してい

ます。小さな規模で条件をいろいろと変えて焼酎の仕込み

を行い、それぞれのもろみを分析して酒質の改善につなげ

るのがねらいです。わからないことがあると大学へ相談に

行くのですが、先生方が親身になって相談に乗ってくださ

り、大変ありがたいです。就職してから、焼酎の専門家とし

ての先生方のすごさも感じる毎日です。これからも任され

た仕事を精一杯頑張りながら、勉強を続けていきます。

山川さんを採用した
山元酒造株式会社 社長　山元 隆功さん
　焼酎の文化を継承していくという意味で、焼酎学講座という人材育成の場ができたことは大

変良いことだと思っていました。彼の入社によって鹿大とのつながりも強くなり、心強く思いま

す。彼はとても真面目で、仕事にも一所懸命取り組んでいます。まだ入社２年目ですから、いろ

いろな現場を体験しながら今後も研究を続けてもらいたいですね。将来の新焼酎の開発につ

ながることを期待しています。

山
元
酒
造
株
式
会
社 

製
造
課

　山
川
大
輔
さ
ん

平
成
22
年
農
学
部
生
物
資
源
化
学
科
焼
酎
学
講
座
卒
業

高

は元々、ルネッサンスアカデミーの一期生として
「食の安全管理コース」を受講し、焼酎の分析の手

法を学んでいました。会社経営との両立は大変でしたが、
もっと勉強を続けたいという気持ちもあり、思い切って
「再チャレンジ支援プログラム」に応募しました。
　修士論文のテーマを酵母にしたいと髙峯准教授に相
談したところ、新しい酵母の分離の研究を始めるから一緒
にやりましょうと誘っていただきました。論文のタイトル
は「焼酎酵母の分離とその実用化に関する研究」。ちょう
ど大河ドラマ「篤姫」の放送開始直前だったこともあり、篤
姫が幼少時代を過ごしたといわれる今和泉島津家別邸跡
地の周辺約100カ所の土壌より分離した酵母から焼酎に
適した酵母を選抜していきました。その後、選抜した酵母
で実際に焼酎を造り、実用化をめざして研究を続けまし
た。土壌から分離した「篤姫酵母」を使って仕込んだ焼酎
「天翔宙」は優良ふるさと食品中央コンクール新製品開発
部門で農林水産大臣賞を受賞。修士論文が評価されて県
内の伝統的な発酵産業に貢献する研究業績を挙げた学
生・社会人を表彰する第1回蟹江松雄賞も受賞することが
できました。指導してくださった先生方には感謝の気持ち
でいっぱいです。
　修了して2年になります。焼酎学講座の人材育成という
目的に沿った修了生でありたい、また、さらに研究を発展
させていきたいという思いもあり、思い切って会社に研究
室をつくりました。将来、自社で酵母を分離・培養し、新し
い焼酎の開発につなげていけたらと考えています。

有
限
会
社
大
山
甚
七
商
店 

代
表
取
締
役

　大
山
修
一
さ
ん

平
成
21
年
3
月
大
学
院
農
学
研
究
科

生
物
資
源
化
学
専
攻
焼
酎
学
講
座
修
了

私

焼
酎
・
発
酵
学

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
が

活
動
開
始

　寄
附
講
座「
焼
酎
学
講
座
」は
、「
地
域

と
と
も
に
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
総

合
大
学
」を
掲
げ
る
鹿
児
島
大
学
の
象

徴
的
な
存
在
の
一
つ
と
し
て
5
年
間
の
活

動
を
続
け
て
き
た
。設
立
当
初
は
も
と
よ

り
、設
立
後
も
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
・
研

究
・
社
会
貢
献
活
動
は
社
会
か
ら
大
き

な
注
目
を
集
め
、県
内
だ
け
で
な
く
広
く

国
内
で
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。焼

酎
学
の
体
系
化
、焼
酎
業
界
の
発
展
を

担
う
人
材
の
育
成
、鹿
児
島
の
焼
酎
の
独

自
性
を
発
信
す
る
と
い
う
当
初
の
目
的

は
、一
定
の
成
果
を
挙
げ
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。今
後
も
、生
物
資
源
化
学
科
の
中

に
焼
酎
学
コ
ー
ス
は
残
さ
れ
、引
き
続
き

焼
酎
業
界
を
担
う
若
者
の
育
成
は
続
い

て
い
く
。

　焼
酎
学
講
座
で
得
ら
れ
た
成
果
を
生

か
し
な
が
ら
、発
酵
食
品
や
焼
酎
文
化
の

領
域
ま
で
を
網
羅
し
た
教
育
研
究
機
関

と
し
て
歩
み
始
め
た「
焼
酎
・
発
酵
学
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
」。焼
酎
ブ
ー
ム
が
落
ち

着
き
を
見
せ
た
今
、消
費
者
の
動
向
だ
け

に
流
さ
れ
な
い
長
期
的
な
視
点
や
幅
広

い
視
野
に
立
っ
た
教
育
・
研
究
・
社
会
貢

献
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。地
元
の
伝
統
産

業
を
担
う
人
材
を
育
て
、鹿
児
島
県
の

食
品
製
造
業
界
を
広
く
盛
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、鹿
大
や
鹿
児
島
県
の
独

自
性
を
全
国
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。新
し
い
セ
ン
タ
ー
の
今

後
の
活
動
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
5
年
間
の
寄
附
講
座
と
し
て
の
役

割
を
終
え
た
焼
酎
学
講
座
は
、平
成
23

年
4
月
か
ら「
農
学
部
附
属
焼
酎
・
発

酵
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」と
し
て
生

ま
れ
変
わ
っ
た
。同
セ
ン
タ
ー
で
は
、焼

酎
学
講
座
が
こ
れ
ま
で
に
進
め
て
き
た

焼
酎
に
関
す
る
教
育
・
研
究
に
加
え
、

そ
の
研
究
対
象
を
発
酵
食
品
と
焼
酎

文
化
の
領
域
に
ま
で
広
げ
て
い
く
。焼

酎
、黒
酢
、味
噌
、壺
漬
、か
つ
お
ぶ
し
、

ミ
キ
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
発
酵
食

品
が
根
付
く
鹿
児
島
県
。環
境
保
全
の

観
点
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
に
も
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。そ
う
し
た
幅
広
い
分

野
を
網
羅
し
た
発
酵
学
の
拠
点
と
し

て
、地
域
貢
献
に
も
い
っ
そ
う
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る
。

　
セ
ン
タ
ー
は「
焼
酎
製
造
学
部
門
」

と「
醸
造
微
生
物
学
部
門
」、「
発
酵
基

礎
科
学
部
門
」と「
焼
酎
文
化
学
部

門
」の
4
部
門
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

焼
酎
学
講
座
の
教
員
5
名
が
セ
ン
タ
ー

の
専
任
教
員
を
務
め
、農
学
部
生
物
資

源
化
学
科
焼
酎
学
コ
ー
ス
の
学
生
の
教

育
や
焼
酎
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
い

く
。発
酵
基
礎
科
学
部
門
は
生
物
資

源
化
学
科
の
教
員
が
兼
務
で
担
当
。焼

酎
文
化
学
部
門
は
小
泉
武
夫
客
員
教

授
が
中
心
と
な
り
、兼
任
教
員
と
と
も

に
担
当
す
る
。「
食
の
安
全
と
健
康
科

学
教
育
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
教
育・研
究

を
行
う
全
学
横
断
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参

加
も
予
定
し
て
い
る
。

　「
焼
酎
の
教
育
・
研
究
を
中
心
と
し

な
が
ら
、発
酵
の
魅
力
や
奥
深
さ
、さ
ま

ざ
ま
な
切
り
口
で
酒
と
文
化
を
め
ぐ
る

文
化
論
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。地
域

貢
献
を
謳
う
大
学
と
し
て
、焼
酎
や
発

酵
食
品
、食
品
全
般
を
扱
う
地
場
産

業
や
鹿
児
島
県
と
も
協
力
し
な
が
ら
、

そ
の
成
果
を
社
会
に
還
元
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、5
年
間
続

け
て
き
た『
焼
酎
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』や

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
講
座
も
開
催
し
、焼

酎
と
発
酵
の
魅
力
・
奥
深
さ
を
県
内
外

に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
鮫
島
吉

廣
教
授
は
意
気
込
み
を
見
せ
て
い
る
。

センターの看板除幕式

焼酎・発酵学教育研究センター運営組織図
焼酎・発酵学教育研究センター

焼 酎 製 造 学 部 門
生物資源化学科

鮫島、髙峯、吉崎専任

醸造微生物学部門

伊藤、玉置専任

発酵基礎科学部門
兼任教員

焼 酎 文 化 学 部 門

小泉武夫客員教授

兼任教員

焼酎学コース（兼務）

生命機能化学講座（コース）
食品機能化学講座（コース）
食料生産化学講座（コース）
※生物資源化学科の教員全員

（焼酎学を除く）

他学部・他学科の教員

教
育
を
分
担

吉田浩己学長（中央）に「天翔宙」の受賞報告に訪
れた髙峯准教授（左）と大山さん
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校の頃から食品関係の仕事に就きたいと考えてい

ました。食品という意味ではお酒の研究をするのも

面白そうだと思い、焼酎学講座の焼酎製造学研究室に入り

ました。講義や実習は企業での焼酎づくりに即した具体的

な内容が多かったと感じています。印象的だったのは、焼

酎メーカーでの泊まり込みの実習。芋の選別や製麹作業な

どを手伝いながら、杜氏さんの生活リズムに合わせて一緒

に働く経験ができました。

　焼酎学講座で学んだことを生かせる仕事に就きたいと

考え、山元酒造に入社しました。焼酎の勉強をしてきたとい

うことで同僚から質問される機会が多く、プレッシャーを感

じながらも、頑張っています。昨年は焼酎の仕込みを学ん

できましたが、今年は品質管理に関する実験を担当してい

ます。小さな規模で条件をいろいろと変えて焼酎の仕込み

を行い、それぞれのもろみを分析して酒質の改善につなげ

るのがねらいです。わからないことがあると大学へ相談に

行くのですが、先生方が親身になって相談に乗ってくださ

り、大変ありがたいです。就職してから、焼酎の専門家とし

ての先生方のすごさも感じる毎日です。これからも任され

た仕事を精一杯頑張りながら、勉強を続けていきます。

山川さんを採用した
山元酒造株式会社 社長　山元 隆功さん
　焼酎の文化を継承していくという意味で、焼酎学講座という人材育成の場ができたことは大

変良いことだと思っていました。彼の入社によって鹿大とのつながりも強くなり、心強く思いま

す。彼はとても真面目で、仕事にも一所懸命取り組んでいます。まだ入社２年目ですから、いろ

いろな現場を体験しながら今後も研究を続けてもらいたいですね。将来の新焼酎の開発につ

ながることを期待しています。
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　山
川
大
輔
さ
ん

平
成
22
年
農
学
部
生
物
資
源
化
学
科
焼
酎
学
講
座
卒
業

高

は元々、ルネッサンスアカデミーの一期生として
「食の安全管理コース」を受講し、焼酎の分析の手

法を学んでいました。会社経営との両立は大変でしたが、
もっと勉強を続けたいという気持ちもあり、思い切って
「再チャレンジ支援プログラム」に応募しました。
　修士論文のテーマを酵母にしたいと髙峯准教授に相
談したところ、新しい酵母の分離の研究を始めるから一緒
にやりましょうと誘っていただきました。論文のタイトル
は「焼酎酵母の分離とその実用化に関する研究」。ちょう
ど大河ドラマ「篤姫」の放送開始直前だったこともあり、篤
姫が幼少時代を過ごしたといわれる今和泉島津家別邸跡
地の周辺約100カ所の土壌より分離した酵母から焼酎に
適した酵母を選抜していきました。その後、選抜した酵母
で実際に焼酎を造り、実用化をめざして研究を続けまし
た。土壌から分離した「篤姫酵母」を使って仕込んだ焼酎
「天翔宙」は優良ふるさと食品中央コンクール新製品開発
部門で農林水産大臣賞を受賞。修士論文が評価されて県
内の伝統的な発酵産業に貢献する研究業績を挙げた学
生・社会人を表彰する第1回蟹江松雄賞も受賞することが
できました。指導してくださった先生方には感謝の気持ち
でいっぱいです。
　修了して2年になります。焼酎学講座の人材育成という
目的に沿った修了生でありたい、また、さらに研究を発展
させていきたいという思いもあり、思い切って会社に研究
室をつくりました。将来、自社で酵母を分離・培養し、新し
い焼酎の開発につなげていけたらと考えています。

有
限
会
社
大
山
甚
七
商
店 

代
表
取
締
役

　大
山
修
一
さ
ん

平
成
21
年
3
月
大
学
院
農
学
研
究
科

生
物
資
源
化
学
専
攻
焼
酎
学
講
座
修
了

私

焼
酎
・
発
酵
学

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
が

活
動
開
始

　寄
附
講
座「
焼
酎
学
講
座
」は
、「
地
域

と
と
も
に
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
総

合
大
学
」を
掲
げ
る
鹿
児
島
大
学
の
象

徴
的
な
存
在
の
一
つ
と
し
て
5
年
間
の
活

動
を
続
け
て
き
た
。設
立
当
初
は
も
と
よ

り
、設
立
後
も
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
・
研

究
・
社
会
貢
献
活
動
は
社
会
か
ら
大
き

な
注
目
を
集
め
、県
内
だ
け
で
な
く
広
く

国
内
で
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。焼

酎
学
の
体
系
化
、焼
酎
業
界
の
発
展
を

担
う
人
材
の
育
成
、鹿
児
島
の
焼
酎
の
独

自
性
を
発
信
す
る
と
い
う
当
初
の
目
的

は
、一
定
の
成
果
を
挙
げ
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。今
後
も
、生
物
資
源
化
学
科
の
中

に
焼
酎
学
コ
ー
ス
は
残
さ
れ
、引
き
続
き

焼
酎
業
界
を
担
う
若
者
の
育
成
は
続
い

て
い
く
。

　焼
酎
学
講
座
で
得
ら
れ
た
成
果
を
生

か
し
な
が
ら
、発
酵
食
品
や
焼
酎
文
化
の

領
域
ま
で
を
網
羅
し
た
教
育
研
究
機
関

と
し
て
歩
み
始
め
た「
焼
酎
・
発
酵
学
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
」。焼
酎
ブ
ー
ム
が
落
ち

着
き
を
見
せ
た
今
、消
費
者
の
動
向
だ
け

に
流
さ
れ
な
い
長
期
的
な
視
点
や
幅
広

い
視
野
に
立
っ
た
教
育
・
研
究
・
社
会
貢

献
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。地
元
の
伝
統
産

業
を
担
う
人
材
を
育
て
、鹿
児
島
県
の

食
品
製
造
業
界
を
広
く
盛
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、鹿
大
や
鹿
児
島
県
の
独

自
性
を
全
国
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。新
し
い
セ
ン
タ
ー
の
今

後
の
活
動
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
5
年
間
の
寄
附
講
座
と
し
て
の
役

割
を
終
え
た
焼
酎
学
講
座
は
、平
成
23

年
4
月
か
ら「
農
学
部
附
属
焼
酎
・
発

酵
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」と
し
て
生

ま
れ
変
わ
っ
た
。同
セ
ン
タ
ー
で
は
、焼

酎
学
講
座
が
こ
れ
ま
で
に
進
め
て
き
た

焼
酎
に
関
す
る
教
育
・
研
究
に
加
え
、

そ
の
研
究
対
象
を
発
酵
食
品
と
焼
酎

文
化
の
領
域
に
ま
で
広
げ
て
い
く
。焼

酎
、黒
酢
、味
噌
、壺
漬
、か
つ
お
ぶ
し
、

ミ
キ
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
発
酵
食

品
が
根
付
く
鹿
児
島
県
。環
境
保
全
の

観
点
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
に
も
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。そ
う
し
た
幅
広
い
分

野
を
網
羅
し
た
発
酵
学
の
拠
点
と
し

て
、地
域
貢
献
に
も
い
っ
そ
う
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る
。

　
セ
ン
タ
ー
は「
焼
酎
製
造
学
部
門
」

と「
醸
造
微
生
物
学
部
門
」、「
発
酵
基

礎
科
学
部
門
」と「
焼
酎
文
化
学
部

門
」の
4
部
門
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

焼
酎
学
講
座
の
教
員
5
名
が
セ
ン
タ
ー

の
専
任
教
員
を
務
め
、農
学
部
生
物
資

源
化
学
科
焼
酎
学
コ
ー
ス
の
学
生
の
教

育
や
焼
酎
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
い

く
。発
酵
基
礎
科
学
部
門
は
生
物
資

源
化
学
科
の
教
員
が
兼
務
で
担
当
。焼

酎
文
化
学
部
門
は
小
泉
武
夫
客
員
教

授
が
中
心
と
な
り
、兼
任
教
員
と
と
も

に
担
当
す
る
。「
食
の
安
全
と
健
康
科

学
教
育
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
教
育・研
究

を
行
う
全
学
横
断
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参

加
も
予
定
し
て
い
る
。

　「
焼
酎
の
教
育
・
研
究
を
中
心
と
し

な
が
ら
、発
酵
の
魅
力
や
奥
深
さ
、さ
ま

ざ
ま
な
切
り
口
で
酒
と
文
化
を
め
ぐ
る

文
化
論
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。地
域

貢
献
を
謳
う
大
学
と
し
て
、焼
酎
や
発

酵
食
品
、食
品
全
般
を
扱
う
地
場
産

業
や
鹿
児
島
県
と
も
協
力
し
な
が
ら
、

そ
の
成
果
を
社
会
に
還
元
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、5
年
間
続

け
て
き
た『
焼
酎
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』や

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
講
座
も
開
催
し
、焼

酎
と
発
酵
の
魅
力
・
奥
深
さ
を
県
内
外

に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
鮫
島
吉

廣
教
授
は
意
気
込
み
を
見
せ
て
い
る
。

センターの看板除幕式

焼酎・発酵学教育研究センター運営組織図
焼酎・発酵学教育研究センター

焼 酎 製 造 学 部 門
生物資源化学科

鮫島、髙峯、吉崎専任

醸造微生物学部門

伊藤、玉置専任

発酵基礎科学部門
兼任教員

焼 酎 文 化 学 部 門

小泉武夫客員教授

兼任教員

焼酎学コース（兼務）

生命機能化学講座（コース）
食品機能化学講座（コース）
食料生産化学講座（コース）
※生物資源化学科の教員全員

（焼酎学を除く）

他学部・他学科の教員

教
育
を
分
担

吉田浩己学長（中央）に「天翔宙」の受賞報告に訪
れた髙峯准教授（左）と大山さん

No.1877



口
唇
・
口
蓋
裂
は
、赤
ち
ゃ
ん
の
口

唇（
く
ち
び
る
）や
口
蓋（
上
あ

ご
）が
開
い
た
状
態
で
生
ま
れ
て
く
る
先

天
的
な
病
気
の
こ
と
で
、日
本
人
の
約

5
0
0
人
に
1
人
発
生
す
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
け
ば
、患
者

は
幼
い
う
ち
か
ら
偏
見
や
差
別
に
苦
し

ん
だ
り
、か
み
合
わ
せ
や
言
語
な
ど
に
問

題
を
抱
え
る
こ
と
も
あ
る
。今
で
は
医

療
技
術
が
進
歩
し
、成
人
す
る
ま
で
に
は

こ
う
し
た
問
題
も
ほ
と
ん
ど
解
消
さ
れ

る
時
代
と
な
っ
た
。鹿
大
で
も
歯
科
矯
正

や
言
語
の
専
門
家
を
交
え
た
チ
ー
ム
を

組
織
し
て
適
切
な
時
期
に
数
度
の
手
術

や
治
療
を
行
っ
て
お
り
、口
や
あ
ご
の
機

能
、外
見
も
口
唇
・
口
蓋
裂
の
な
い
子
ど

も
と
同
程
度
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
２
年
間

口
唇
・口
蓋
裂
の
医
療
協
力

　
医
歯
学
総
合
研
究
科
の
中
村
典
史
教

授
は
、九
州
大
学
歯
学
部
附
属
病
院
に

勤
務
し
て
い
た
頃
、医
局
か
ら
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
小
児
病
院
へ
派
遣
さ
れ
た
経
験

を
持
つ
。口
唇
・
口
蓋
裂
の
手
術
を
指
導

し
、現
地
に
口
唇
・
口
蓋
裂
の
専
門
チ
ー

ム
を
育
て
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
。「
派

遣
前
に
口
唇
・
口
蓋
裂
の
手
術
に
十
分

長
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

苦
労
も
し
ま
し
た
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は

手
術
を
さ
れ
な
い
ま
ま
成
長
し
た
患
者

口
唇・口
蓋
裂
治
療
を

戦
略
と
し
て
次
世
代
に
伝
え
る

医
歯
学
総
合
研
究
科
の
中
村
典
史
教
授
は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
2
年
間
、口
唇
・
口

蓋
裂
の
医
療
支
援
活
動
に
従
事
し
て
き
た
。帰
国
後
は
口
唇
・
口
蓋
裂
の
専
門
医
と

し
て
、手
術
だ
け
で
な
く
、子
ど
も
の
発
達
に
応
じ
た
言
語
訓
練
か
ら
口
唇
・
口
蓋
裂

児
の
親
の
支
援
ま
で
、幅
広
い
医
療
活
動
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、年
に
数
回
、東
南
ア

ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
国
々
を
訪
れ
、現
地
で
の
医
療
支
援
を
続
け
て
い
る
。

医歯学総合研究科
顎顔面機能再建学講座 
口腔顎顔面外科学分野  教授
なかむら・のりふみ／昭和32年福岡県生まれ。昭和57年九州大学歯学部歯学科卒業。
九州大学歯学部附属病院医員（第一口腔外科）、福岡赤十字病院歯科勤務などを経て、
平成元年3月九州大学歯学部口腔外科学第一講座助手に就任。平成3年博士（歯学）
取得。平成7年4月より2年間、インドネシアのハラパンキタ小児産科病院口唇・口蓋裂クリ
ニックに派遣され、医療支援に尽力する。九州大学歯学部附属病院第一口腔外科講師、
同高度先端診療部口唇・口蓋裂治療室長を歴任し、平成17年より現職。専門は顎顔面
口腔外科学。平成16年第43回大韓顎顔面形成再建外科学会学術賞、平成18年第51
回日本口腔外科学会ゴールドリボン賞、平成19年第89回アメリカ口腔顎顔面外科学会
最優秀発表賞を受賞。 15年前、中村教授がインドネシアで手術した口唇・

口蓋裂児（写真中央）

中村 典史

口唇・口蓋裂外来で子どもを
診察する中村教授
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さ
ん
が
多
く
、日
本
と
は
状
況
も
違
い

ま
す
。そ
れ
で
も
向
こ
う
に
頼
れ
る
人

は
い
ま
せ
ん
か
ら
、2
年
間
は
工
夫
を

重
ね
な
が
ら
手
術
に
取
り
組
み
ま
し

た
。う
ま
く
い
く
こ
と
も
あ
り
、そ
う
で

な
い
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、ど
ち
ら

の
場
合
で
も
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
を
考

え
抜
き
ま
し
た
。そ
の
こ
と
を
わ
か
り

や
す
く
体
系
的
に
、現
地
の
若
い
医
師

に
伝
え
て
い
き
ま
し
た
」

　
中
村
教
授
は
帰
国
後
も
口
唇
・
口

蓋
裂
の
専
門
医
と
し
て
仕
事
を
続
け

て
い
る
。「
人
間
は
皆
平
等
で
同
じ
権

利
を
持
つ
と
教
え
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、生
ま
れ
た
場
所
の
違
い
だ
け
で

こ
ん
な
に
も
格
差
が
あ
る
の
か
、と

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。2
年
間
の

派
遣
を
き
っ
か
け
に
、最
先
端
の
研
究

だ
け
で
な
く
、格
差
を
な
く
す
た
め
の

仕
事
に
従
事
す
る
大
学
人
が
い
て
も
い

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

以
前
は
別
の
研
究
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、

帰
国
後
は
口
唇
・
口
蓋
裂
を
中
心
と
し
た

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。現
在
も
中

村
教
授
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど

を
年
に
数
回
訪
れ
、現
地
の
医
師
へ
の
技
術

移
転
を
続
け
て
い
る
。今
年
は
ア
フ
リ
カ
・

エ
チ
オ
ピ
ア
で
の
医
療
支
援
活
動
に
も
乗

り
出
し
た
。

治
療
技
術
を
わ
か
り
や
す
く

次
世
代
に
伝
え
る
た
め
の
研
究

　
中
村
教
授
は
現
在
、患
者
一
人
ひ
と
り

の
口
唇
・
口
蓋
裂
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、

ど
の
よ
う
に
治
療
を
進
め
て
い
く
か
と
い
う

「
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー（
戦
略
）」に
関
す
る
研
究

を
行
っ
て
い
る
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
病
院
で
働

い
て
い
た
時
、日
本
で
教
わ
っ
た
と
お
り
に

手
術
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、治
療
成
績

が
芳
し
く
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。当
時
の
こ

と
を
中
村
教
授
は
こ
う
振
り
返
る
。「
う
ま

く
い
か
な
か
っ
た
の
は
、見
様
見
ま
ね
だ
っ

た
か
ら
。問
題
が
ど
の
よ
う
な
原
因
で
起

こ
っ
て
い
る
の
か
を
理
解
し
て
い
れ
ば
、問

題
解
決
も
で
き
る
は
ず
で
す
。そ
れ
以

降
、病
気
の
と
ら
え
方
と
そ
の
解
決
方

法
を
目
に
見
え
る
形
で
残
す
こ
と
が
大

切
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
日
本
の
口
唇
・
口
蓋
裂
の
手
術
は
高

い
レ
ベル
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。そ
れ
は
か

つ
て
、執
刀
す
る
医
師
の
腕
に
因
る
と
こ

ろ
が
大
き
い「
匠
の
技
」だ
っ
た
。し
か
し
、

口
唇
・
口
蓋
裂
の
大
家
が
素
晴
ら
し
い
技

術
を
持
っ
て
い
て
も
、そ
の
人
が
い
な
く

な
れ
ば
技
も
消
え
る
。大
家
亡
き
後
は
、

若
い
人
が
失
敗
や
苦
労
を
積
み
重
ね
、一

か
ら
知
恵
や
技
術
を
獲
得
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。そ
れ
で
は
膨
大
な
時
間
が

か
か
る
上
、医
療
の
進
歩
も
歩
み
を
止

め
て
し
ま
う
。「
わ
れ
わ
れ
の
技
術
を
多

く
の
人
と
シ
ェ
ア
で
き
れ
ば
、若
い
人
が

失
敗
を
繰
り
返
す
時
間
は
短
く
な
り
、

早
く
わ
れ
わ
れ
の
域
に
達
す
る
。そ
し
て

残
っ
た
時
間
で
今
の
レ
ベ
ル
を
超
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
。そ
れ
が
進
歩
に
つ
な

が
る
の
で
す
。感
覚
的
な
治
療
技
術
を
い

か
に
目
に
見
え
る
も
の
と
し
て
残
す
か

が
私
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

患
者
一
人
ひ
と
り
の
た
め
の

治
療
の
戦
略
を
考
え
る

　
中
村
教
授
は
、口
唇
・
口
蓋
裂
に
よ
っ

て
変
形
の
起
こ
る
部
位（
口
唇
、口
蓋
、

鼻
）別
に
変
形
の
タ
イ
プ
を
整
理
し
、そ

れ
を
ど
の
よ
う
に
治
し
て
い
く
か
と
い
う

戦
略
を
論
文
に
ま
と
め
続
け
て
い
る
。患

者
の
年
齢
に
よ
っ
て
も
治
療
の
順
序
・
方

法
は
変
わ
っ
て
く
る
た
め
、一
人
ひ
と
り

の
患
者
を
10
年
単
位
で
追
跡
し
、術
後

の
フ
ォ
ロ
ー
も
行
っ
て
い
る
。良
か
っ
た
方

法
は
残
し
、う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
点
は

改
善
し
て
い
く
た
め
だ
。

　
口
唇
・
口
蓋
裂
児
の
中
に
は
発
音
が

う
ま
く
で
き
な
い
と
いっ
た
言
語
の
問
題

を
抱
え
る
子
や
、か
み
合
わ
せ
が
う
ま
く

い
か
な
い
子
も
い
る
。そ
の
た
め
、鹿
大
で

は
言
語
訓
練
や
歯
科
矯
正
、場
合
に
よ
っ

て
は
心
理
の
専
門
家
も
加
わ
り
、口
唇
・

口
蓋
裂
児
が
生
ま
れ
た
時
点
か
ら
チ
ー

ム
に
よ
る
包
括
的
医
療
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、中
村
教
授
は
平
成
18
年
か
ら
口

唇
・
口
蓋
裂
児
の
親
の
会「
も
み
じ
会
」

も
運
営
。親
同
士
が
交
流
や
情
報
交
換

し
、自
ら
を
責
め
た
り
、子
ど
も
と
の
関

係
を
う
ま
く
築
け
な
い
親
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
で
、子
ど
も
の
健
全
な
発
達
に

つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
自
身
の
経
験
に
基
づ
い
た
口
唇
・
口
蓋

裂
治
療
の
戦
略
を
若
い
世
代
へ
と
伝
え
て

い
く
た
め
、中
村
教
授
は
学
生
の
教
育
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。「
教
師
を
し
て
い

た
私
の
父
は『
一
人
を
お
ろ
そ
か
に
す
る

と
き
、教
育
は
そ
の
光
を
失
う
』と
い
う

言
葉
を
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。こ
れ
は

医
療
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
す
。す

べ
て
の
人
に
丁
寧
な
医
療
を
心
が
け
、臨

床
の
現
場
に
成
果
を
還
元
で
き
る
研
究

を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

平成23年1月、エチオピアで口唇・口蓋裂の手術をす
る中村教授。停電のため、照明はペンライトで代用した

▼

▼

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
中
村
教
授
が
治
療
し
た

口
唇
・
口
蓋
裂
児
の
経
過

▼

手術前

手術後・10歳のとき

手術後・15歳のとき
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　平成23年4月、理数系の研究科と教育学研究科が中心となり、魅力ある理科授業を考え、実践できる教員を養成する
「実践的コア・サイエンス・ティーチャー養成スクール」が本格的にスタートした。「理科好き」の子どもを育てるため、教員
志望の大学院生や現職教員に科学の楽しみを教えるための科目を提供している。

「実践的コア・サイエンス・
ティーチャー（CST）養成スクール」の取り組み

　
子
ど
も
た
ち
の「
理
科
離
れ
」が
叫
ば

れ
て
久
し
い
。学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
、

ま
た
中
学
校
へ
進
む
に
つ
れ
て
、理
科
の

勉
強
を
楽
し
い
と
感
じ
る
子
ど
も
の
割

合
は
減
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。日
本
の

科
学
技
術
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

も
、科
学
の
楽
し
み
を
伝
え
、子
ど
も
た

ち
の
知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
よ
う
な

教
育
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
科
学
の
楽
し
み
」を
教
え
る

教
員
を
養
成
す
る

　
平
成
23
年
4
月
、鹿
児
島
大
学
の
理

数
系
研
究
科
を
中
心
に「
実
践
的
コ
ア
・

サ
イ
エ
ン
ス・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー（
C
S
T
）

養
成
ス
ク
ー
ル
」が
本
格
ス
タ
ー
ト
し

た
。C
S
T
は
、理
科
の
授
業
や
実
験
を

通
し
て
子
ど
も
た
ち
に「
科
学
の
楽
し

さ
」を
教
え
る
こ
と
の
で
き
る
小
・
中
学

校
の
教
員
を
指
す
。文
系
学
部
出
身
の

教
員
の
中
に
は
、理
科
を
教
え
る
こ
と

に
苦
手
意
識
を
持
つ
教
員
も
少
な
く
な

い
。教
員
自
身
が
科
学
の
楽
し
み
を
知

り
、実
験
な
ど
を
通
し
て
子
ど
も
に
理

科
の
楽
し
さ
を
教
え
ら
れ
る
よ
う
、指

導
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
い
る
。

　
こ
の
養
成
ス
ク
ー
ル
は
、鹿
大
と
鹿
児

島
県
教
育
委
員
会
が
協
力
し
て
行
う
取

り
組
み
で
あ
る
。そ
の
内
容
が
評
価
さ

れ
、（
独
）科
学
技
術
振
興
機
構
の
平
成

21
年
度
新
規
事
業「
理
数
系
教
員
養
成

拠
点
構
築
事
業（
C
S
T
事
業
）」に
採

択
さ
れ
た
。受
講
対
象
は
、理
工
学
研

究
科
、農
学
研
究
科
、水
産
学
研
究
科
、

教
育
学
研
究
科
に
在
籍
す
る
大
学
院
生

で
、小
学
校
教
諭
免
許
か
中
学
校
教
諭

免
許
の
い
ず
れ
か
を
取
得
、ま
た
は
取

得
見
込
み
で
あ
る
こ
と
が
条
件
だ
。院

生
に
加
え
、鹿
児
島
県
内
の
小
学
校
と

中
学
校
の
現
職
教
員
も
受
講
対
象
と

な
っ
て
い
る
。理
学
部
副
学
部
長
の
宮
町

宏
樹
理
工
学
研
究
科
教
授
は
、取
り
組

み
の
意
義
を
こ
う
語
る
。「
教
育
現
場
に

10
年
い
れ
ば
教
科
書
の
内
容
を
教
え
る

ス
キ
ル
は
上
が
る
が
、理
科
そ
の
も
の
の

面
白
さ
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
い
が

ち
。先
生
方
自
身
が
科
学
の
楽
し
み
を

大
学
で
味
わ
っ
て
、頭
の
中
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。一
方
、院
生
は
修
士
論
文
に
取
り
組

み
、科
学
の
面
白
さ
も
苦
し
み
も
わ
か
っ

て
い
る
。そ
の
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
。ま
た
、現
役
の
教
員

と
机
を
並
べ
、理
科
と
向
き
合
う
姿
勢

に
つ
い
て
も
改
め
て
考
え
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」

ノ
ウ
ハ
ウ
で
は
な
く

科
学
的
な
も
の
の
見
方
を
教
え
る

　
鹿
大
で
は
、理
工
学
研
究
科
、農
学

研
究
科
、水
産
学
研
究
科
、教
育
学
研

究
科
の
教
員
、総
勢
約
40
名
が
C
S
T

の
養
成
に
あ
た
る
。受
講
生
は「
共
通
授

5月21日に実施された「実践理科実験室」の「生物学実験室」の実習風景。この日のテーマは「細胞と発生」。
受講生らは指導を受けながら生物顕微鏡でイトマキヒトデの卵母細胞を観察した
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業
群
」（
必
修
科
目
）を
受
け
、必
要
に

応
じ
て「
選
択
授
業
群
」を
受
講
す
る
。

今
年
度
は
大
学
院
生
8
人
、現
職
教
員

12
人
が
受
講
し
て
い
る
。

　
共
通
授
業
群
に
は
3
つ
の
科
目
が
あ

る
。「
実
践
理
科
実
験
室
」で
は
小
・
中

学
校
の
理
科
の
学
習
内
容
や
実
験
・
観

察
に
必
要
な
理
論
、実
験
・
観
察
の
方

法
な
ど
、高
度
な
知
識
と
技
能
を
身
に

付
け
る
。「
実
践
理
科
指
導
実
習
」は
、

学
部
で
実
施
さ
れ
て
い
る
実
験
・
実
習
・

演
習
の
指
導
補
助
を
し
な
が
ら
、理
科

の
教
え
方
を
学
ぶ
。「
実
践
理
科
教
育

実
習
」で
は
受
講
生
が
実
際
に
授
業
を

行
い
、学
ん
だ
こ
と
を
再
確
認
す
る
。

　
鹿
大
の
取
り
組
み
の
特
徴
は
、「
現
場

で
す
ぐ
に
活
か
せ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え

る
の
で
は
な
く
、教
科
書
内
容
の
背
景

に
あ
る
歴
史
や
科
学
的
知
見
、最
先
端

の
研
究
成
果
な
ど
に
も
触
れ
る
、高
度

な
内
容
で
あ
る
こ
と
」と
宮
町
教
授
は

強
調
す
る
。「
教
え
方
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
は

な
く
、あ
く
ま
で
も
科
学
的
な
も
の
の

見
方
・
考
え
方
を
教
え
ま
す
。専
門
的

過
ぎ
な
い
よ
う
内
容
は
吟
味
し
て
い
ま

す
が
、そ
の
レ
ベ
ル
は
高
い
。教
師
が
実

験
の
結
果
を
解
釈
で
き
る
知
識
が
あ
れ

ば
、子
ど
も
た
ち
に
よ
り
深
い
と
こ
ろ

ま
で
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
」

　
科
目
の
各
授
業
に
は
、必
ず「
授
業
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」が
立
ち
会
う
。授
業
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
は
、退
職
し
た
小
・
中
学
校
の

理
科
教
員
。鹿
大
が
提
供
す
る
授
業
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、改
善
点
を
具
体
的
に
指
摘

す
る
役
割
を
担
う
。

C
S
T
が
地
域
の

理
科
教
育
の
中
核
を
担
う

　
受
講
生
の
滿
永
大
輔
さ
ん（
理
工
学

研
究
科
1
年
）は「
自
分
が
教
え
る
こ

と
を
考
え
な
が
ら
講
義
を
受
け
て
い
ま

す
。現
職
の
先
生
方
は
授
業
で
行
っ
た

実
験
の
改
善
点
や
、現
場
で
使
え
る
ポ

イ
ン
ト
を
メ
モ
し
た
り
と
大
変
熱
心
。

大
学
院
で
学
ん
だ
こ
と
を
ど
う
教
育
現

場
で
還
元
し
て
い
け
る
か
と
い
う
こ
と

を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、授
業
に
臨
ん

で
い
き
た
い
で
す
」と
感
想
を
語
る
。

　
今
後
は
、鹿
大
の
C
S
T
養
成
ス

ク
ー
ル
を
修
了
し
た
現
職
教
員
が
、教

育
委
員
会
等
と
連
携
し
な
が
ら
、授
業

提
供
や
事
例
発
表
な
ど
を
積
極
的
に

行
っ
て
現
場
の
教
員
を
リ
ー
ド
し
、地

域
の
理
科
教
育
の
中
核
と
し
て
指
導
的

役
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。鹿
大
は
こ
う
し
た
C
S
T
の
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
体
制
づ
く
り
も
考
え
て

い
る
。「
現
場
に
出
れ
ば
必
ず
疑
問
が
出

て
く
る
は
ず
。そ
の
際
に
わ
れ
わ
れ
が
ア

ド
バ
イ
ス
で
き
る
窓
口
を
用
意
し
た
い
」

と
宮
町
教
授
。

　
C
S
T
が
増
え
る
こ
と
で
、鹿
児
島

の
理
科
教
育
に
活
気
が
生
ま
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

塔筋弘章准教授による講義を受ける受講生たち。
イトマキヒトデの減数分裂を観察するにあたり、現
代生物学の前提となっている学説や細胞の基本
構造、顕微鏡の種類とその使い方などを学んだ。

「簡単なことを教える場合でも、その背景にある歴
史や学説についてぜひ知っておいてほしい」（塔筋
准教授）

　鹿児島大学教育学部理科専修の卒業で理科が
好きなこと、前任校で理科専科のチャンスがめぐって
きたこともあり、理科の勉強会には積極的に参加して
きました。もっと勉強したいと考えていたところCST養
成スクールの案内があり、すぐに参加を決めました。
　講義は専門的で予習が必要なこともありますが、
講師の先生方がわかりやすく教えてくださるので楽
しみながら通っています。早速、大学で教わった実験
を理科クラブでやってみたり、講義の内容を授業で

話したりすると、子どもたちがとても関心を持ってくれ
ます。
　大学時代の専門は化学でしたので、生物や物理
には少し苦手意識がありました。CST養成スクール
のおかげで苦手分野に取り組むきっかけができ、さ
らに理解も深まるのではと期待しています。
　これからも、私自身が理科を学び楽しむ姿を子ど
もたちに見せることで、科学の楽しみを彼らに伝えて
いきたいと思っています。

鹿児島市立八幡小学校
理科専科教諭

小谷智美さん
（こたに・さとみ）

共通授業群（必修科目）の一覧
科目 科目概要

共
通
授
業
群

実
践
理
科

実
験
室

実
践
理
科

指
導
実
習

実
践
理
科

教
育
実
習

小学校、中学校の理科（物理・化学・生物・地学）で取り上げられる実験・観察課題
を題材にし、実験・観察を理解するために必要な理論的講義と実践的な実験・観
察を実施する。
実践理科実験室は、物理学実験室、化学実験室、生物学実験室、地学実験室
の4実験室から構成される。各実験室は、原則5テーマを選び、1テーマあたり講義
を主とした授業1回、実験・観察を主とした授業1回の組み合わせとなっている。

①TA実習
学部教育において実施されている各種実験・実習・演習において、指導補助を担
当し、実験・実習・演習の準備から指導までの取り組みを行う。
②理科教育指導法
③理科研修実習（鹿児島県総合教育センターで実施）

「実践理科実験室」と「実践理科指導実習」で学んだ事項を、模擬授業と、実際
に小・中学校の児童・生徒を指導することにより、実践的な指導力と教育力の向
上をめざす。
①理科模擬授業実習（大学院生のみ受講）
②理科教育実習（鹿児島市内の小中学校で実施。現職教員は勤務校で実施）

現 職 教 員 の 声
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山田 眞人さん大林組新タワー建設工事事務所
工事長

● profile
1961年鹿児島県出身。鹿児島県立甲南高等学校卒業。87年鹿
児島大学工学部建築学科卒業。同年（株）大林組入社。日本電気
本社ビル（NECスーパータワー）建設やNEC玉川ルネッサンスシティⅠ
建設、リバーサイド隅田セントラルタワー建設などを担当。2005年～
07年モード学園スパイラルタワーズ新築工事グループ長。08年新
タワー建設工事事務所工事長に就任。鉄骨のエキスパートとして、
世界一の高さを誇る自立式電波塔、東京スカイツリー○R（事業主体：
東武鉄道株式会社・東武タワースカイツリー株式会社）の鉄骨工事を
指揮している。東京スカイツリーは12年2月竣工予定。

※「アラムナイ」とは英語で同窓生のこと。
　各界で活躍する鹿児島大学の卒業生や
　留学生などのユニークな活動を紹介します。

鉄
骨
造
の
建
物
を
造
る
の
が

好
き
な
ん
で
す
。

ア
ラ
ム
ナ
イ
追
跡
隊

interview

Masato 
YAMADA



子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

も
の
づ
く
り
が
好
き
だ
っ
た

　
小
さ
な
頃
か
ら
、も
の
を
作
る
の
が

好
き
で
し
た
。模
型
を
組
み
立
て
た
り
、

木
っ
端
を
集
め
て
き
て
何
か
作
っ
た
り
。

近
所
に
住
む
友
達
の
お
父
さ
ん
が
タ

ン
カ
ー
の
船
員
で
、自
分
も
い
つ
か
タ
ン

カ
ー
み
た
い
な
大
き
な
も
の
を
造
っ
て
み

た
い
と
憧
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

　
県
外
に
進
学
さ
れ
る
よ
り
は
費
用
が

か
か
ら
な
い
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、

父
親
か
ら
言
わ
れ
た「
鹿
大
に
行
っ
た

ら
車
を
買
っ
て
や
る
ぞ
」と
い
う
言
葉
に

負
け
て
、大
学
は
鹿
大
と
決
め
て
い
ま
し

た
。や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
で

学
科
を
選
ぶ
の
に
迷
い
ま
し
た
が
、検
討

す
る
中
で
、も
っ
と
も
興
味
を
ひ
か
れ
た

の
が
建
築
の
分
野
で
し
た
。子
ど
も
の

頃
か
ら
抱
い
て
い
た
も
の
づ
く
り
へ
の
憧

れ
を
思
い
出
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

旧
鹿
児
島
刑
務
所
の

実
測
調
査
に
取
り
組
む

　
高
校
卒
業
後
は
鹿
大
の
工
学
部
建

築
学
科
に
進
み
ま
し
た
。3
年
に
な
っ
て

入
っ
た
の
が
、計
画
系
の
研
究
室
。ち
ょ

う
ど
旧＊

鹿
児
島
刑
務
所
を
取
り
壊
す

か
否
か
で
世
間
が
騒
々
し
い
頃
で
す
。結

局
、刑
務
所
は
取
り
壊
さ
れ
た
の
で
す

が
、壊
さ
れ
て
し
ま
う
の
な
ら
き
ち
ん
と

し
た
資
料
を
残
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、揚

村
固
先
生（
現 
鹿
児
島
県
立
短
期
大
学

教
授
）に
教
わ
り
な
が
ら
実
測
調
査
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。昼
間

は
授
業
に
出
て
、合
間
に
実
測
、夕
方
か

ら
は
塾
講
師
の
ア
ル
バ
イ
ト
、夜
中
に
大

学
へ
戻
っ
て
図
面
を
描
く
と
い
う
生
活
。

時
々
家
に
戻
る
と
、母
親
か
ら「
あ
ん
た

生
き
て
た
の
？
」と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、忙

し
い
学
生
時
代
で
し
た
。

　
卒
業
設
計
で
は
、旧
鹿
児
島
刑
務
所

を
活
用
し
た
宿
泊
研
修
施
設
の
提
案

を
し
ま
し
た
。一
緒
に
作
業
を
す
る
は

ず
の
同
級
生
が
全
然
大
学
に
出
て
来
な

い
の
で
、大
学
院
生
に
も
手
伝
っ
て
も
ら

い
、何
と
か
完
成
さ
せ
ま
し
た
。優
秀
な

彼
ら
と
議
論
し
な
が
ら
図
面
を
引
く
の

は
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。学
生
時
代
で
一

番
集
中
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

皆
の
協
力
の
お
か
げ
も
あ
り
、卒
業
設

計
で
は「
学
校
賞
」と
い
う
賞
ま
で
頂
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
分
の
頭
の
中
で

鉄
骨
を
組
ん
で
み
る
の
が
大
事

　
卒
業
後
は
大
林
組
に
入
り
ま
し
た
。

設
計
よ
り
、も
の
づ
く
り
を
し
て
み
た
い

な
と
い
う
の
が
動
機
で
し
た
。初
め
て
の

現
場
は
、43
階
建
て
の
日
本
電
気
本
社

ビ
ル
。鉄
骨
工
事
の
担
当
だ
っ
た
の
で
す

が
、初
め
は
訳
が
わ
か
ら
ず
、無
我
夢
中

で
し
た
。職
人
さ
ん
は
気
が
荒
く
て
怖
い

し
、ど
う
話
し
か
け
れ
ば
い
い
か
も
わ
か

ら
な
い
。で
も
こ
ち
ら
が
一
所
懸
命
や
れ

ば
つ
い
て
き
て
く
れ
る
ん
で
す
。職
人
さ

ん
が
よ
り
や
り
や
す
く
、よ
り
安
全
に
作

業
が
で
き
る
よ
う
、し
っ
か
り
と
し
た
段

取
り
を
整
え
る
こ
と
を
ま
ず
は
覚
え
て

い
き
ま
し
た
。

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
よ
り
も
鉄
骨

造
の
建
物
を
造
る
の
が
好
き
で
す
ね
。と

に
か
く
、ま
ず
は
鉄
骨
が
組
み
上
が
っ
て

い
か
な
い
と
後
が
続
き
ま
せ
ん
。そ
う
い

う
大
事
な
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、昔
は
鉄

骨
工
事
の
担
当
者
は
現
場
の
花
形
と
言

わ
れ
て
い
た
ん
で
す
。鳶
職
人
と
一
緒
に

建
物
の
最
先
端
に
い
る
と
い
う
の
は
、気

持
ち
い
い
も
の
で
す
よ
。

　
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
も
鉄
骨
を
担

当
し
て
い
ま
す
。工
事
の
計
画
時
に
は
、

こ
う
す
れ
ば
よ
り
良
く
、よ
り
安
全
に

仕
事
が
で
き
る
と
自
分
の
納
得
が
い
く

ま
で
、手
順
や
方
法
を
考
え
抜
き
ま
す
。

自
分
の
頭
の
中
で
事
前
に
鉄
骨
を
組
み

立
て
て
み
る
わ
け
で
す
。そ
し
て
、自
分

が
不
安
だ
な
と
感
じ
る
部
分
は
変
え
て

い
き
ま
す
。こ
う
す
れ
ば
よ
り
良
い
、し
っ

か
り
と
し
た
仕
事
が
で
き
る
、と
確
信

を
持
て
な
け
れ
ば
人
に
指
示
は
出
せ
ま

せ
ん
。若
い
子
た
ち
に
も
、ま
ず
は
自
分

の
頭
の
中
で
し
っ
か
り
と
組
み
立
て
ら

れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
な
さ
い

と
話
を
し
て
い
ま
す
。

　
外
観
は
完
成
形
に
近
い
形
と
な
り
ま

し
た
が
、塔
体
内
部
で
は
ま
だ
ま
だ
工

事
が
続
き
ま
す
。開
業
後
、皆
さ
ん
に
喜

ん
で
来
て
い
た
だ
く
の
を
楽
し
み
に
、最

後
ま
で
し
っ
か
り
と
し
た
仕
事
を
し
て
、

引
き
渡
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ヘルメットには所属や名前、
血液型が書かれている

落下防止の紐を付けた野帳。現場を歩いて気づいたことなど
をその場で書き留める

高所を歩くときに欠かせない安全帯

＊ 旧鹿児島刑務所　1908（明治41）年に欧米の監
獄を視察した司法省営繕課の山下啓次郎によって設計
された石造建築物。鹿児島市永吉町にある。1986（昭
和61）年正門を残して解体されたが、「旧鹿児島刑務所
正門」として登録有形文化財に指定されている。
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シーラ・ヴィリャモルさん
大学院水産学研究科2年

［フィリピン出身］

vol. 14
Shiela Villamor

シ
ー
ラ
さ
ん
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
ヴ
ィ
サ
ヤ
ス
校（
U
P
V
）か

ら
の
留
学
生
だ
。U
P
V
で
研
究
員
と
し
て
働
き
な
が
ら
海
洋

科
学
の
修
士
号
を
取
得
。平
成
21
年
4
月
か
ら
鹿
児
島
大
学

に
留
学
し
て
い
る
。「
U
P
V
で
は
ノ
ガ
ス
島
と
い
う
小
さ
な
島

の
沿
岸
資
源
を
調
査
し
、そ
れ
を
分
析
す
る
た
め
の
地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
ま
し
た
」

博
士
号
も
取
ろ
う
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、「
海
外へ
出
て
新

し
い
こ
と
を
勉
強
し
な
さ
い
」と
先
生
に
勧
め
ら
れ
、鹿
大へ
の

留
学
を
決
意
。迷
い
は
全
く
な
かっ
た
と
振
り
返
る
。「
U
P
V

と
鹿
大
は
学
術
交
流
協
定
校
で
す
し
、鹿
大
で
ポ

ス
タ
ー
発
表
を
し
た
経
験
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
、鹿

児
島
や
鹿
大
に
つ
い
て
少
し
知
識
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。留
学
の
勧
め
は
む
し
ろ
嬉
し
かっ
た
で
す
ね
」

シ
ー
ラ
さ
ん
は
現
在
、タ
カ
ラ
ガ
イ
類
の
生
態
を
研
究
し
て

い
る
。「
ノ
ガ
ス
島
周
辺
で
は
乱
獲
に
よっ
て
タ
カ
ラ
ガ
イ
類
の

資
源
が
減
少
し
て
い
ま
す
。生
態
を
詳
し
く
研
究
し
、そ
の
成

果
を
タ
カ
ラ
ガ
イ
類
の
保
全
と
地
域
の
持
続
的
な
発
展
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は

指
宿
の
花
瀬
崎
。岩
を 

一 

つ
ひ
と
つ
裏
返
し
て
貝
を
見
つ
け
、殻

長・殻
幅
、殻
高
、貝
の
移
動
状
況
な
ど
を
調
べ
て
い
る
。時
々
、

種
子
島
、屋
久
島
な
どへ
調
査
に
行
く
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。

朗
ら
か
で
明
る
い
シ
ー
ラ
さ
ん
。周
囲
か
ら
の
人
望
は

厚
く
、平
成
23
年
3
月
ま
で
、鹿
児
島
大
学
留
学
生
会

（
K
U
F
S
A
）の
会
長
も
務
め
た
。「
私
の
出
会
っ
た
日
本
人
学

生
の
多
く
は
と
て
も
シ
ャ
イ
で
す
が
、留
学
生
と
仲
良
く
し
た

い
と
考
え
て
い
る
人
も
多
い
。も
っ
と
フ
レン
ド
リ
ー
に
な
れ
ば
、

言
葉
の
壁
は
な
く
な
り
ま
す
。K
U
F
S
A
の
活
動
に
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」

「
鹿
児
島
は
第
二
の
故
郷
。と
て
も
居
心
地
が
い
い
」と
語
る

シ
ー
ラ
さ
ん
。こ
れ
か
ら
数
年
か
け
て
博
士
号
取
得
の
た
め
、

鹿
大
で
研
究
を
続
け
て
い
く
。

KUFSAのウェルカムパーティで挨拶するシーラさん
（平成22年10月）

指宿・花瀬崎でのフィールドワークシーラさんのデスクで

「神はまた言われた、『われわれのかたちに、われわれにか
たどって人を造り、これに海の魚と、空の鳥と、家畜と、地
のすべての獣と、地のすべての這うものとを治めさせよ
う』」創世記1：26
これは、自然が創られたときの様子を表した聖書の中の一節です。教会での礼拝で、
この言葉について学びました。生物学者として最も好きな一節です。

タ
カ
ラ
ガ
イ
類
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
は
故
郷
と
同
じ
く
ら
い
居
心
地
の
良
い
場
所
で
す
。
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造 士 館 から連 綿と続く鹿 大 の 歴 史を一 堂 に 展 示

鹿
児
島
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
あ
ん
な
い

W
elcom

e to our C
am

pus

「
鹿
児
島
大
学
歴
史
展
示
室
」

「
鹿
児
島
大
学
歴
史
展
示
室
」は
、鹿
大
の
歴
史
に
関
す
る
年
表
や
史
料
を

集
め
た
展
示
室
で
す
。「
こ
こ
を
見
れ
ば
鹿
大
の
歴
史
と
今
が
わ
か
る
」を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、鹿
大
の「
進
取
の
気
風
」の
源
流
を
、歴
史
を
さ
か
の
ぼ
り
な
が

ら
、今
の
学
生
に
も
見
つ
め
直
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
目
的
で
開
設
さ
れ
ま

し
た
。学
生
が
学
舎
の
歴
史
を
知
る
こ
と
で
大
学
へ
の
愛
着
を
育
み
、鹿
大
で

学
ぶ
こ
と
の
動
機
付
け
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ね
ら
い
も
あ
り
ま
す
。

展
示
室
は
、郡
元
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
中
央
図
書
館
1
階
に
あ
り
ま
す
。新
制

大
学
・
鹿
児
島
大
学
創
立
60
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、中
央
図
書
館

内
の
一
画
を
改
装
・
整
備
し
て
造
ら
れ
ま
し
た
。平
成
21
年
11
月
24
日
、創
立

60
周
年
記
念
式
典
開
催
に
合
わ
せ
て
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

鹿
大
の
源
流
は
、島
津
家
25
代（
8
代
薩
摩
藩
主
）島
津
重
豪
が
創
設
し
た

藩
学「
造
士
館
」に
ま
で
遡
り
ま
す
。歴
史
展
示
室
で
は
、そ
の
造
士
館
か
ら
現

在
の
新
制
・
鹿
児
島
大
学
ま
で
の
2
3
8
年
間
の
歴
史
を
た
ど
る
こ
と
が
で

き
る
展
示
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

法
文
学
部
と
理
学
部
の
前
身
・
第
七
高
等
学
校
造
士
館
や
、農
学
部
の
前

身
・
鹿
児
島
高
等
農
林
学
校
な
ど
で
実
際
に
使
用
さ
れ
た
も
の
が
史
料
と
し

て
多
数
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。七
校
造
士
館
時
代
の「
學
友
會
々
報
」や
、鹿
児

島
高
等
農
林
学
校
初
代
校
長
の
玉
利
喜
造
氏
自
筆
の
ノ
ー
ト
や
日
記
な
ど
、

鹿
大
の「
進
取
の
気
風
」の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
る
貴
重

な
史
料
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、展

示
室
奥
に
は
、現
在
の
鹿
大
が
取
り
組
ん
で
い
る「
大

学
憲
章
に
基
づ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」に
つ
い
て
の
説

明
パ
ネ
ル
も
あ
り
、鹿
大
の
”今
“を
知
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

鹿
児
島
大
学
歴
史
展
示
室
は
学
生
、教
職
員
だ
け

で
な
く
、一
般
の
方
々
の
観
覧
も
可
能
で
す
。鹿
大
へ
お

越
し
の
際
は
、ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

鹿児島大学歴史展示室
〒890-8580
鹿児島市郡元1-21-24（中央図書館１階）
TEL.099-285-7030（総務課総務係）
E-mail　ssoum@kuas.kagoshima-u.ac.jp
開室時間／8：30～21：30　　　　観覧無料

平成21年11月24日の公開時の様子
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記者会見の様子

シンポジウムの様子

　4月5日、鹿児島宇宙焼酎ミッション実行委員会（代表：鮫島吉廣農学部教授、事務局長：
馬嶋秀行医歯学総合研究科教授）は、スペースシャトル（STS-134ミッション）・エンデバー号
にて、鹿児島の焼酎酵母3種類とこうじ菌3種類を宇宙飛行させ、持ち帰った酵母・こうじ菌を
利用して新しい「宇宙焼酎」のラインナップを創生することを目的とした『鹿児島宇宙焼酎ミッ
ション』を始動するにあたり、記者会見を実施しました。
　このミッションは鹿児島大学と鹿児島県酒造組合との共同で行われ、鹿児島県内の焼酎
会社12社が参加しています。約10日間の宇宙飛行を経て、地球（鹿児島）に帰還後、実行
委員会メンバーである各本格焼酎メーカーによる焼酎づくりの後、年内の販売を目指します。

越塩俊介水産学部教授に大連海洋大学
（中国）から名誉教授の称号を授与

　3月7日、越塩俊介水産学部教授が、大連海洋大学（中国）
から名誉教授の称号を授与されました。水産学部と大連海洋
大学は、平成15年に部局間学術交流協定を締結しており、毎
年、学生交流と単位互換も行っています。
　越塩教授は、数年前から大連海洋大学との窓口となり、留
学生の受け入れと派遣の調整役を担当。また、大連海洋大学
から大学院生を短期で受け入れ指導を行ったり、本学の大学
院生を派遣して先方の研究者との共同研究を実施したり、毎

年大連海洋大学を訪問し
て大学院生に講義を行っ
ています。このような交流
実績と貢献度が評価さ
れ、この度名誉教授号を
授与されました。

　医学部・歯学部附属病院では、4月8日、寄附講座「地域医療支
援システム学講座」及び「地域医療支援センター」看板上掲式を
開催しました。
　「地域医療支援システム学講座」は、地域医療提供体制や地域医
療に従事する医師の支援について研究することを目的に鹿児島大学
と鹿児島県との協定に基づき設置されたもので、「地域医療支援セン
ター」は、医師派遣の相談窓口として同講座と一体的に運用します。
　上掲式では、髙松英夫同講座特任教授から「寄附講座及びセ
ンターでは、地域医療提供体制の分析・研究、医師のキャリアアッ
プ支援、地域連携データベース作成、シンポジウム開催などを行う
こととしています。ご支援のほどよろしくお願いいたします」と挨拶が
あり、熊本一朗医学部・歯学部附属病院長と中俣和幸鹿児島県
保健福祉部地域医療整備課長により「地域医療支援センター」の
看板が、髙松特任教授と濵之上賢二鹿児島県保健福祉部次長
により「地域医療支援システム学講座」の看板が上掲されました。

JAXAの「きぼう」有償利用事業に、鹿児島から初めて採択！
スペースシャトルで鹿児島の焼酎酵母・焼酎こうじ菌が宇宙へ
～県内本格焼酎メーカー12社と鹿児島大学らによる『鹿児島宇宙焼酎ミッション』、始動！～

医学部・歯学部附属病院寄附講座
「地域医療支援システム学講座」及び
「地域医療支援センター」看板上掲式を開催

越塩教授（左）と
大連海洋大学の姚杰（Yao Jie）学長

　産学官連携推進機構は、3月17日、鹿児島県、（社）鹿児島県工業倶楽部、
（財）かごしま産業支援センター、（独）中小企業基盤整備機構九州支部南九州
事務所の後援を受け、産学交流シンポジウム「農水資源活用と新事業への展開
～九州新幹線全線開業を迎えて～」を開催しました。
　このシンポジウムは、地域の食品産業振興に向けて農水産資源を活用した研
究成果を活かしながら大学と地域が連携した取り組みについて事例発表を行った
もので、地方自治体や農水産加工産業関係者など約60人が参加しました。
　事例発表の後、質疑応答、意見交換が行われ、参加者によって各大学の取り
組みや連携の在り方についての活発な質疑応答が行われました。

産学交流シンポジウム
「農水資源活用と新事業への展開～九州新幹線全線開業を迎えて～」を開催
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有馬会長（右）と吉田学長

鹿児島大学シンポジウム
「学際研究による鹿児島地域資源
の有効活用」を開催

寮歌、学部歌 CD歌集 発表会を開催

　農学部は、3月11日、鹿児島大学シンポジウム「学際
研究による鹿児島地域資源の有効活用」を開催し、企
業や大学から地域資源の有効活用の事例について発
表がありました。
　シンポジウムでは、学外から三菱総合研究所（株）コン
セプトプロデューサー香取義重氏が「アポロ＆ポセイドン
構想2025－農林水産物を活用した地域経済産業の再
生」、（財）函館地域産業振興財団プロジェクト推進科小
西靖之氏が「函館地域における産学官連携による地域
資源活用への取り組み」、JX日鉱日石エネルギー（株）技
術部藤山優一郎氏が「JX日鉱日石エネルギーにおける
バイオマス利用の検討」、本学からは、木下英二理工学
研究科准教授が「ディーゼル機関やバーナ機器へのバ
イオ燃料の利用」、石川学水産学部准教授が「鹿児島
地域資源の水産飼料への有効利用」、侯徳興農学部
准教授が「鹿児島地域の機能性食資源の活用」につい
てそれぞれ発表しました。企業、官庁、大学教職員、大学
院生や学生等計101人にとって、地域資源の活用を考
えるとともに情報を共有する有意義な機会となりました。

　鹿児島大学寮歌 学部歌 CD化実行委員会は、『北辰斜めに』（大
正4年第7高等学校第14回記念祭歌）をはじめとする寮歌、学部歌を
収録したCD歌集を作成しました。3月11日、有馬純治実行委員会会長
をはじめとする実行委員会委員11人が鹿児島大学を訪れ、学長室で

発表会を開催し、有馬会長か
ら吉田浩己学長に完成した
CDが贈呈されました。
　当初制作した1800枚中
500枚は既に配布しており、今
後の状況次第で増刷していく
予定です。

　男女共同参画推進室では、5月14日、鹿児島市立玉龍中高一貫教育校において、男女共同参画に
関する出前授業を実施しました。
　同室では、中高生のキャリア教育やライフプランニング支援の一環として、今年度から出前授業を実施する
こととなったもので、1回目となった今回は、田島真理子副室長（学長補佐）が「自分のライフプランニングをしよ
う～仕事も生活も充実した人生を送るために～」と題して中学生、高校生向けにそれぞれ授業を行いました。
　田島副室長は、男女共同参画の意義や、海外との比較を交えながら日本の男女共同参画に係る現
状や推進の必要性について説明したほか、少子高齢化、経済社会のグローバル化の進展等の大きな変化の中での「多様性」の重要性
を強調した上で、「男女ともに個性や能力を発揮できる社会の担い手になってください」とエールを送りました。さらに、中高生の保護者に対
して男女共同参画社会の意義や大学の男女共同参画に関する取組み等について講演を行いました。

中高生向けに出前授業でキャリアプランニング支援講座を開催

　3月31日、東日本大震災に係る災害救援物資（ダンボール473箱）
を輸送した水産学部附属練習船「かごしま丸」（1,297トン）が吉田浩
己学長らが出迎える中、東 政能船長をはじめ乗組員27人と共に谷山
港に到着しました。
　かごしま丸は、3月23日に鹿児島大学で集められた家庭用医薬品、
マスク等生活関連物資、車いす等を積み込み、谷山港を出航。3月24
日には博多港で九州内の他の国立大学からの救援物資を積み、3月
28日に新潟港へ入港しました。集められた災害救援物資は、新潟大

学が取りまとめており、
国立大学協会の要請
により、必要とされる物
資・種類によって東北
大学、福島大学等（周
辺地域含む）へ搬送さ
れます。

東日本大震災に係る救援物資を輸送した
かごしま丸が帰航

シンポジウムでの講演の様子

任務を終えた東政能船長（中央）と乗組員

中学生への授業の様子
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授賞式の様子

さつまあげを作る留学生たち

　農学部では、3月23日、第3回目となる蟹江松雄賞授賞式
が行われました。同賞は、焼酎をはじめとする地域伝統産業
の振興に尽力された蟹江松雄元鹿児島大学長（昭和50年
～55年）の胸像建立の際の募金剰余金をもとに設立された

「蟹江松雄先生顕彰会」が創設し、県内の地域伝統発酵
産業に貢献する研究業績を挙げた社会人（研究グループを
含む）や学業に専念し成績優秀かつ品行方正で、将来、地
域伝統発酵産業への貢献が期待される学生を対象に表彰
するものです。授賞式では、蟹江松雄先生顕彰会会長の
岩元泉農学部長から、焼酎粕水熱処理研究会（社会人部
門）、農学研究科2年山本 優さん（学生部門）、元鹿児島
県工業技術セン
ター食品工業部
長の濵﨑幸男氏

（功労賞）にそれ
ぞれ表彰状と記
念品等が授与さ
れました。

「蟹江松雄賞」授賞式を開催

　6月10日、鹿児島大学留
学生会（KUFSA）が主催す
るさつまあげ講習会及びパ
ーティが、水産学部の実習
工場で開催されました。
　さつまあげ講習会では、
木村郁夫水産学部教授の
指導のもと、留学生や日本
人学生が、スケトウダラのすり身にみりんや醤油等の調味料と薩摩芋、
ゴボウ、ニンジン等の野菜をミックスしたものを油で揚げ、自分たちの手
によるさつまあげを作りました。引き続き、実習工場内で調理したさつま
あげを試食しながらのパーティが開催され、KUFSAメンバーの他、日本
人学生や教職員が多数参加し、楽しい交流の一時を過ごしました。
　また、今回のさつまあげパーティは、KUFSAと鹿児島地域の関係
団体とが協力して実施している東日本大震災支援鹿児島国際市民
プログラム（KIRP）の一環としても開催され、参加者の間での募金活
動も行われました。なお、さつまあげ講習会は、今後も年1回の開催を
計画しています。

　医歯学総合研究科と独立行政法人国立長寿医療研究セン
ターは、平成23年4月1日から5年間の連携協力協定を締結しま
した。大学院教育の実施にあたり、学外における高度な研究水
準をもつ施設設備や人的資源を活用してより実践的な大学院
教育を行うための方策として締結したもので、同研究科における
連携協力に係る協定締結は平成18年の財団法人宇宙航空
研究開発機構、平成21年の鹿児島医療センター及び財団法
人慈愛会今村病院分院以来4例目となります。 
　この協定は、学生に実践的な教育・研究指導を受ける機会を

鹿児島大学留学生会（KUFSA）
さつまあげパーティを開催

医歯学総合研究科と独立行政法人国立長寿医療研究センターが
連携協力協定を締結

与え、将来の先端科学技術を担う人材育成、教育研究活動の
一層の高度化、学際化を図ることを目的としています。併せて、
連携先の研究者との交流の促進、共同研究のシーズ形成等に
より産学官交流を推進します。
　今回の連携協力に合わせ、同研究科の健康科学専攻に「長
寿口腔科学講座」を新設し、独立行政法人長寿医療研究セン
ター口腔疾患研究部長の松下健二氏が客員教授として就任し
ました。

　4月22日、山口大学において、吉田浩己学長と丸本卓哉山口大学長による「共同獣医
学部」協定締結式を行いました。今回の協定締結式は、いわゆる「共同教育課程実施制
度」を進めるうえで定められた手続きに基づき開催したものです。
　全国初の“共同学部”設置を獣医学分野において実現することにより、本学の特色である

「高度産業動物獣医療」と、山口大学の特色である「伴侶動物の高度獣医療」を併せ持
つ教育・研究の場が生まれ、スケールメリットを活かした教育資源の充実による質の高い教
育を実現することが期待されます。さらには、人と動物がともに生きる社会、豊かな地球環境
の創生を目指した共同学部の設置により、わが国における獣医学教育・研究の拠点としてさ
らなる発展を目指します。

山口大学・鹿児島大学「共同獣医学部」協定締結式を開催

丸本卓哉山口大学長（右）と吉田浩己鹿児島大学長
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新病棟模型

今後もこれまでと変わらないスタンスで
より連携を深めていきたいと考えています。

■ 鹿大が協力した垂水市第四次総合計画策定
　垂水市は、平成21年に鹿児島大学と包括連携協定を
締結しましたが、それ以前からの連携の歴史があります。地
域住民が参加して第四次垂水市総合計画を作成するた
め、平成18年ごろから鹿大の先生方からお知恵をお借りし
てきました。生涯学習教育研究センター准教授の小栗有子
先生をはじめ、さまざまな専門分野の先生方が垂水市を訪
れ、総合計画作成のための公開講座やワークショップなどを
ご指導くださいました。私も市議会議員時代に参加したので
すが、実際に地域に入り込んで現実的で実行可能なアドバ
イスをいただき、大変感謝しています。「自分たちも参加して
決めたこと。これでやっていこう」というふうに市民のやる気
が増してきましたし、私たち市役所職員も大変勉強をさせて
いただいた鹿大との連携は非常に大きな成果でした。
　先日、吉田浩己学長とお会いした際、鹿大は「地域と大
学のローカルシンフォニー～地域社会の発展と活性化のた
めの大学地域貢献～」と題して、地域社会の発展や活性
化のための社会貢献事業を始めているということをお聞きし
ました。今後、この「ローカルシンフォニー」を通して、垂水市
の住民との共同学習や調査研究を行いながら、行政課題・
地域課題を解決していく用意があるというお話もいただき、
大変心強く思っています。

■ 今後はまちづくり以外の分野でも連携を
　今後も、先生方のお知恵をお借りしながら、これまでと変わ
らないスタンスで連携を続け、さらに深めていきたいと考えて
います。これまではまちづくりに関することが主でしたので、今
後はそれ以外の分野について、アドバイスを頂ければと考え

ています。
　例えば、垂水市はカンパチの養殖では日本一の生産量を
誇ります。野菜や果物などの特産品も豊富です。こうした第
一次産品がさらに知名度を増すよう、加工や販売に関して
のお知恵をいただけたらと思っています。また、垂水市へ来ら
れる方は皆さん口を揃えて「風光明媚で、良いところですね」
とおっしゃってくださるのですが、鹿児島市、霧島市、鹿屋市
へのアクセスがいいだけに人が定着しないという課題もあり
ます。こうした点についても鹿大の先生方に専門的視点か
らのアドバイスを頂ければと希望しています。
　
■ 学生にも垂水市をどんどん活用してほしい
　現在、農学部附属高隈演習林そばの大野ESD自然学
校の運営には鹿大にも協力していただいています。また、講
義を通して、多くの鹿大生が自然学校との関わりを持ってく
ださっています。これは過疎化が進む大野地区の刺激となっ
ており、大変感謝しています。
　垂水市にはすぐそばに桜島、目の前に錦江湾など、素晴ら
しい自然が身近にあります。一方、地域にはさまざまな課題
もあります。学生さんには垂水市を研究のフィールドとしてど
んどん活用してもらいたいですね。

おわき・まさや／昭和42年垂水市生まれ。平成元年鹿児島経済
大学（現 鹿児島国際大学）社会学部社会福祉学科卒業。会社
員、介護老人保健施設職員などを経て、平成15年4月、垂水市議
に初当選。垂水市議会国道整備促進特別委員長、垂水市畜産
振興会長などを務める。市議2期目の任期を半年ほど残し、平成
23年1月23日の垂水市長選挙に出馬し、初当選。

垂水市長 尾脇 雅弥氏

第14回

　3月8日、新病棟起工式を開催し、吉田浩己学長、髙松英夫医学部・歯学部附属病院長をはじ
めとする大学関係者、岡積常治鹿児島県副知事、池田琢哉鹿児島県医師会長らの来賓、県・市
の医師会・歯科医師会関係者など約120人が参加しました。
　新病棟は、病院再開発の第3期計画として建築するもので、療養環境の整備、県ドクターヘリ受
入のための屋上ヘリポート、県地域医療再生臨時特例基金による総合臨床研修センターの設置
などを盛り込んでおり、平成25年3月に完成予定。吉中平次病院再開発推進室長が新病棟の各
階のレイアウトや特色などの概要について説明を行いました。

医学部・歯学部附属病院新病棟起工式を開催

No.18719

鹿大なんでも情報版
Kagoshima University Information
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アリの多様性は全国一？

ご感想・ご意見は鹿児島大学広報センター（総務部広報室） 電話099-285-7035／E-mail  sbunsho@kuas.kagoshima-u.ac.jpまで。

鹿児島大学大学院理工学研究科

山根 正氣 教授

〈表紙〉

●鹿児島大学植物園
鹿児島大学植物園は明治42年、鹿児島
高等農林学校の開校に際し、初代校長の
玉利喜造が計画したのが始まりである。園
内には南九州や南西諸島固有の植物、
外国産の樹木も多数植栽されている。鹿
大生の教育の場として、また動植物研究
のためのフィールドとしても活用されている。

お
知
ら
せ

●保護者向け広報誌『鹿大だより』第7号を発行しました
『鹿大だより』第7号では、「学生憲章制定」の特集を中心に、学部ニュース、先生インタビュー、サークル紹介、鹿大の主な出来事などをお伝えしま
す。詳細はhttp://www.kagoshima-u.ac.jp/about/kadai_dayori7.pdfをご参照ください。

●オープンキャンパスのご案内　期日 ： 平成23年8月6日（土）～8日（月）　お問い合わせ：入試課（099-285-7061）
各学部で学部説明会、研究室公開や模擬授業等を行います。高校生、保護者、先生方の参加をお待ちしています。

●学生支援寄附金の募集のご案内
鹿児島大学では、学生支援を目的とした寄附金を募集しています。寄付は一口5,000円から。事業内容については、学生生活課（099-285-7331）
までお問い合わせください。詳細はhttp://www.kagoshima-u.ac.jp/side_menu/application_form.htmlをご参照ください。
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て
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が
多
く
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り
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た
。こ
の
よ
う
な
外
部
資
金
で
始

め
ら
れ
た
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ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、期
間
が
過
ぎ
た

後
も
大
学
の
予
算
で
継
続
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
特
集
し
ま
し
た『
焼
酎
学
講
座
』は
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年
度
よ
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学
部
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属
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酎
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発
酵
学

教
育
研
究
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ン
タ
ー
」と
し
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生
ま
れ
変
わ
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し
た
。大
学
独
自
の
新
た
な
組
織
と
し
て
、

今
後
の
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果
が
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待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
学
で
は
、こ
の
よ
う
な
外
部
資
金
か
ら

継
続
す
る
予
定
の
も
の
が
、「
か
ご
し
ま
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
」等
控
え
て
お
り
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す
。こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
本
学
の
将

来
の
方
向
性
を
定
め
て
い
く
も
の
と
考
え
、

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、震
災
へ
の
本
学
の
対
応
を
、随
時

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。被
災

地
の
状
況
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
対
応
し
て

い
る
学
生・教
職
員
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広
報
セ
ン
タ
ー
長
　
副
学
長

萩
野
　
誠

ハエをつかまえたアギトアリ。体長
10mmの大型種で、長いアゴが特徴。

（2010年5月30日、屋久杉ランド。
 中村京平撮影）

この冊子には、環境対応型インキ
として、植物由来の油を配合した
インキ「植物油インキ」を使用し、
環境負荷にも配慮しております。

　鹿児島県は南北に長く、気候的には暖温帯から亜熱帯にま

たがっているため、生物相は非常に豊かです。アリも例外で

なく種数では全国1、2位を争います。県本土からは105種強、

島嶼域もふくめるとおよそ145種のアリが知られ、146種が見

つかっている沖縄県と競い合っています。毎年新たな種が追

加されますので、どちらが全国1位になるか予断を許しませ

ん。大口など県北からは温帯北部と共通の種が追加される可

能性がありますし、屋久島や奄美諸島からは特産種が新たに

みつかるかもしれません。

　鹿児島県に分布するアリをいくつかの点で特徴づけてみ

ましょう。まず、働きアリの体長ですが、最小は1mm、最大で

12mm。世界最大種が25mm強ですから半分以下です。熱帯に

は緑色や深い青色のアリもいますが、鹿児島産では淡い黄色

から赤褐色をへて黒色までと、やや地味です。巣をつくる場

所は土中から、地表面（朽木など）、樹上と多岐にわたります

が、熱帯ではふつうに見られる植物葉上での営巣は知られて

いません。大半の種は昼夜をとおして、あるいはおもに昼間

に活動しますが、アメイロオオアリとケブカアメイロオオア

リの2種は夜間にしか活動しません。アリ研究者以外の人が、

これら夜行性種やめったに地表に現れない土中性種を目にす

ることはまずないでしょう。

　最近、人為的な環境を好む外来性のアシジロヒラフシアリが、

急速に分布圏を拡大して在来のアリ群集を圧迫しています。

鹿大構内にも数年前に侵入し、植物園では優占種になってし

まいました。郊外の畑や庭にはオオハリアリなど、毒針をもっ

た種が若干おり、特異体質の人は刺されるとハチ刺されと同

様の症状がでることがあるので要注意です。体が小さいため

ほとんど知られていないアリの世界ですが、生態が興味深い

ばかりでなく人間生活とも密接な関係がありますから、もっ

と注目されてもいいでしょう。


